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精
紳
測
定
の
原
理
之
し
て
の
誤
差
の
法
則
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精
血
測
定
の
原
理
と
し
て
、
誤
差
の
法
期
を
假
面
す
る

　
　
乙
と
は
、
果
し
て
委
當
な
の
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
曾
て
は
此
の
原
理
．
の
上
に
立
ち
て
牟
世
紀
に
渉
る
信
用

　
　
を
樽
し
だ
精
紳
物
理
學
竜
、
其
の
後
、
屡
々
論
理
上
の
不

　
　
整
合
な
る
黙
を
除
却
し
、
其
の
勢
力
を
再
建
す
る
の
必
要

　
　
に
逼
ら
れ
て
、
現
に
最
小
可
知
差
異
．
原
理
よ
う
旧
染
測
定
．

　
　
繭
鍛
の
原
理
に
至
る
按
で
の
長
き
問
の
叫
び
と
な
つ
カ
。

　
　
　
近
端
精
紳
査
定
の
名
で
よ
ば
る
＼
一
種
の
精
紳
測
定
法

　
　
が
、
實
際
祉
會
の
各
方
面
に
用
ゐ
ら
れ
て
着
々
其
の
効
果

　
　
を
畢
げ
る
と
い
は
れ
る
。
既
に
實
用
上
の
見
地
か
ら
存
在

劔
　
の
意
馬
を
認
め
ら
れ
だ
此
の
方
法
に
も
、
今
や
更
に
其
の

　
　
　
　
　
　
縮
憩
測
定
の
源
理
と
し
て
の
譲
差
⑳
怯
・
測

偏
理
的
根
塵
を
求
む
べ
き
時
機
が
鋼
織
し
た
の
で
に
あ
る

ま
い
か
。
誤
差
の
法
期
の
假
定
は
、
遊
に
も
許
さ
れ
得
る

の
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締
　
　
　
　
聾
　
，

　
次
に
抄
鎌
や
る
米
國
ク
ラ
ァ
ク
犬
學
ボ
ォ
リ
ン
グ
氏
の
論

交
は
、
漸
様
な
澗
題
に
算
し
て
一
　
種
の
解
決
を
與
へ
る
も

の
で
、
且
、
読
く
所
、
頗
る
示
峻
．
に
富
み
、
精
憩
測
定
一
般

に
溢
す
る
娩
近
の
趨
勢
に
就
い
て
吾
人
の
知
見
を
籏
む
る

上
に
も
、
饗
考
の
資
料
と
な
る
も
の
が
あ
る
と
思
は
れ

る
。

暴
鐸
Φ
ピ
。
磐
。
コ
ヨ
多
き
診
ピ
塁
。
h
掴
暮
ニ
ロ
馨
艮
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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一
、
公
算
と
は
何
か
。

　
精
紳
測
定
を
理
解
す
る
に
は
、
先
づ
、
測
定
の
軍
位
と

種
ぐ
な
る
測
定
生
起
の
頻
数
と
の
關
係
を
知
ら
ね
ば
な
ら

綴
。
統
計
學
で
は
、
頻
数
の
分
布
を
論
じ
、
此
を
二
野
し

叉
は
此
を
用
み
て
測
定
の
尺
度
を
立
つ
る
こ
と
す
ら
も
あ

る
。
而
て
頻
数
の
分
布
は
、
通
例
、
公
算
曲
線
脚
ち
誤
差
の

法
則
に
從
ふ
も
の
な
り
と
し
て
、
其
の
申
、
一
種
の
紳
秘

，
力
を
包
奏
す
る
か
の
様
に
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
何
が
故
に

あ
ら
ゆ
る
取
留
の
分
布
が
、
誤
差
の
法
期
に
從
ふ
の
で
あ

ら
う
か
。
此
の
紳
秘
牲
を
明
か
に
す
る
た
め
に
は
、
先
づ
、

公
算
の
論
理
的
並
、
に
歴
吏
的
の
起
源
に
瀕
う
考
へ
る
必
要
・

が
あ
る
。

　
元
來
、
勝
負
事
に
關
す
る
問
題
の
研
究
が
、
公
算
論
の

初
期
の
歴
更
を
作
た
竜
の
で
あ
っ
て
、
純
理
的
の
研
究
は
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
α
鴎

、
此
に
後
れ
て
起
ク
π
。
此
の
期
に
出
た
最
も
重
要
な
療
埋

は
、
ベ
ル
ヌ
イ
の
定
理
（
一
七
一
三
年
）
申
に
見
ゆ
る
竜

の
で
、

　
「
事
象
生
起
ノ
相
野
的
書
下
ハ
、
其
ノ
公
算
二
比
例
ス
」

と
い
ム
に
あ
っ
た
。
從
て
當
面
の
問
題
は
、
所
輿
の
公
算

よ
疹
し
て
其
の
事
象
生
起
の
頻
数
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
公
算
は
い
か
に
し
て
定
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。

　
貨
整
を
投
げ
て
表
の
出
る
公
算
は
二
分
の
一
だ
、
ど
い

ふ
。
斯
様
な
事
例
で
は
、
公
算
の
決
定
も
容
易
だ
と
見
ら

れ
る
が
．
、
一
一
般
に
は
「
爾
事
象
ノ
公
算
ハ
、
相
異
ナ
州
ペ

キ
理
由
ナ
キ
揚
合
昌
ハ
、
亙
二
相
等
シ
」
と
の
原
理
で
表

は
配
れ
る
。
フ
ォ
ン
、
ク
リ
イ
ス
氏
が
不
充
分
理
由
律
と
よ

び
、
ブ
ゥ
ル
氏
が
無
知
の
均
等
分
窟
と
よ
ぶ
も
の
は
、
此
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

’
乍
併
、
欺
様
な
不
充
分
理
由
律
を
濫
用
す
る
こ
と
は
警

め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
例
を
分
光
器
聖
明
以
前
の
時
代
に
於
て
狼
星
中
に
鐵
の
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有
無
の
公
算
を
決
定
す
る
揚
合
に
探
る
。
鮫
で
は
、
全
然

の
無
知
、
從
て
有
無
、
就
れ
を
特
に
高
調
す
る
こ
と
竜
出

柔
な
い
。
今
、
不
充
分
理
由
律
に
由
る
に
、
鐵
の
存
在
の

公
箪
は
二
分
置
｝
と
な
る
。
金
の
存
在
に
就
い
て
竜
同
様

に
二
分
の
一
、
從
て
餓
、
金
共
存
の
公
算
は
四
分
の
一
、

得
れ
か
一
方
の
み
の
存
在
の
公
算
、
双
方
共
、
存
在
せ
綴

公
算
、
各
々
亦
同
様
に
四
分
の
一
と
な
る
。

　
フ
ォ
ン
、
ク
リ
イ
ス
氏
の
著
作
の
當
時
に
は
、
．
地
球
上
に

六
拾
八
元
素
が
存
在
す
る
と
せ
ら
れ
て
る
π
が
、
・
宅
等
悉

く
の
元
素
が
猿
星
申
に
存
在
す
べ
き
公
算
は
二
分
の
一
の

六
拾
八
乗
羅
と
な
る
。
六
拾
八
元
素
の
悉
く
が
存
在
し
な

い
公
算
竜
此
と
同
値
を
探
る
の
で
、
實
に
四
品
の
拾
億
倍

の
其
の
叉
百
倍
分
の
三
と
な
る
。

　
乍
併
、
斯
様
に
元
素
一
つ
一
つ
を
別
々
に
考
へ
る
代
う

に
、
一
燃
し
て
地
球
上
の
元
素
が
狼
星
上
之
有
る
か
無
き

か
を
問
題
ど
す
れ
ば
、
有
無
共
に
其
の
公
算
は
二
分
の
一

と
獲
る
。
鼓
に
二
分
の
輔
と
、
二
分
置
一
の
六
拾
八
乗
栞

　
　
　
　
精
脚
測
定
の
原
理
と
し
て
の
誕
差
の
法
鶏

と
の
問
の
此
の
乖
離
は
何
に
基
く
の
で
あ
る
か
。
於
昆
、
氏

は
均
等
可
能
な
る
べ
き
野
合
の
設
定
に
は
「
必
然
的
ナ
仕

方
デ
、
シ
カ
モ
何
等
の
氣
随
ヲ
許
サ
ズ
」
と
弄
い
π
。

　
眼
を
閉
ぢ
る
こ
と
が
、
見
る
も
の
に
序
す
る
確
信
を
牛

分
以
下
に
耗
ら
す
。
外
界
の
自
然
を
知
ら
う
た
め
に
は
、
眼

を
開
か
ね
ば
な
ら
澱
。
狼
星
の
化
學
的
成
分
に
罪
す
る
確

信
を
得
弄
い
控
め
に
は
、
分
光
器
の
五
明
を
侯
た
ね
ば
な

ら
綴
。
公
算
の
錬
金
術
と
錐
も
、
無
知
を
有
知
に
憂
へ
る

こ
と
は
出
鼻
な
い
。
不
充
分
で
は
な
い
、
確
乎
た
る
理
由

の
上
に
立
ち
て
期
待
す
べ
き
筈
で
あ
る
。

　
乍
併
、
あ
ら
ゆ
る
條
件
を
悉
く
知
る
乙
と
は
到
底
及
ば

繊
こ
と
で
あ
る
以
上
、
斯
様
な
準
則
も
、
徹
底
さ
せ
る
乙

と
は
出
來
な
い
。
．
陥
倣
密
に
い
へ
ば
、
エ
メ
タ
ァ
ガ
ァ
ー
3
氏

竜
い
つ
π
様
に
、
同
一
材
料
、
同
大
周
形
且
同
霞
の
球
を

甕
か
ら
抽
き
出
す
砥
ど
の
比
較
的
に
簡
的
な
場
合
で
す
ら

竜
各
球
の
現
出
の
公
算
を
徹
底
的
に
確
か
な
理
由
に
墓
け

・
て
は
均
等
な
う
と
し
て
期
待
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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紫
墨
　
研
究
　
　
第
五
、
＋
鰹
號
齢

　
次
に
各
事
象
の
公
算
が
定
ま
れ
ば
、
此
か
ら
其
の
相
勤

的
の
頻
数
数
独
知
さ
れ
る
が
、
個
を
の
場
合
の
線
知
は
不

可
能
で
あ
る
の
は
何
に
墓
く
の
で
あ
ら
う
か
。

　
第
「
、
，
公
算
と
い
ふ
こ
と
は
ゴ
ン
義
竜
い
っ
た
様
に
、
確

信
の
分
量
を
表
は
す
語
で
あ
っ
て
、
そ
ζ
で
は
個
々
の
場

合
の
無
知
が
假
呈
せ
ら
れ
、
且
、
可
な
う
の
三
園
ま
で
慰

聖
遷
係
が
拒
斥
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
5
。
從
て
あ
ら
ゆ
る

條
件
を
墨
げ
號
t
得
る
な
ら
ば
、
既
に
公
算
の
範
園
か
ら

離
れ
て
、
因
果
の
確
気
性
を
知
る
こ
と
と
な
る
。

　
蝕
ま
で
淋
考
へ
來
れ
．
げ
い
、
二
雷
愚
母
の
困
難
に
諏
建
着
す
る
。

帥
ち
憂
然
、
條
件
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
行
論
は
出
來
な
く

な
る
。
此
を
知
う
悉
せ
ば
、
公
算
は
不
要
に
蹄
す
る
。
心

際
上
の
不
可
能
か
、
論
理
上
の
矛
瞬
か
ゆ
此
の
雨
途
に
迷

は
ぎ
る
を
得
な
い
。

　
フ
ィ
ヅ
シ
ャ
ア
氏
は
、
解
決
法
を
其
の
申
間
に
煽
兄
め
て
、

「
當
該
特
殊
事
象
二
影
響
ス
ル
源
晶
群
ヲ
支
配
ス
ル
物
理

的
法
楓
川
ヲ
訟
ル
分
，
τ
分
析
…
關
…
明
シ
タ
ル
〃
結
｝
果
、
特
二
或
〃
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肖
〇
六

段
ナ
ル
富
合
ノ
生
起
ノ
優
越
性
ヲ
假
定
ス
μ
能
ハ
ザ
川
場

合
」
を
以
て
均
等
可
能
の
場
合
纏
う
と
し
た
。

　
然
ら
ば
馬
斯
様
な
條
件
を
昼
型
す
上
に
は
、
如
何
ほ
ど

の
程
度
ま
で
、
無
知
の
存
在
を
許
す
の
で
あ
み
か
。
此
の

織
に
就
い
て
氏
の
避
く
と
こ
ろ
は
、
明
瞭
を
鮫
く
。

・
暫
く
例
を
上
目
鵬
投
げ
に
探
る
。
表
面
現
出
の
公
箪
は
如

何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
の
か
。
一
銭
銅
貨
に
あ
う
て
は
、
．

其
の
表
と
裏
と
特
に
其
の
一
方
の
み
が
現
は
れ
る
だ
め
k

好
都
合
孜
事
情
渉
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
表

裏
出
現
の
公
算
は
亙
に
相
等
し
く
声
其
の
籔
値
は
二
分
の

　
一
と
な
る
。
不
充
分
理
由
律
の
立
論
は
こ
れ
で
あ
る
が
、

極
端
に
ま
で
確
豊
根
櫨
を
要
求
す
る
棚
か
ら
い
へ
ば
、
圭

要
隔
る
決
定
要
因
を
知
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
此
の
問
題
の
解
は
不
能
乏
な
る
コ
蝕
に
フ
ィ
シ
ャ
ア
氏

’
は
、
物
理
的
法
期
の
穿
盤
を
要
求
す
る
。
銅
貨
は
二
面
を
，

持
つ
。
・
等
質
性
が
保
詑
れ
る
。
投
げ
れ
ば
、
廻
轄
し
な
が

ら
落
ち
乾
等
と
次
第
に
進
み
で
、
絡
に
は
特
に
表
裏
貌
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れ
か
一
方
の
出
現
に
仔
都
合
な
る
理
由
が
π
い
と
假
正
す

る
に
至
る
。
し
か
ら
ば
期
蝶
な
條
件
の
列
墨
は
、
い
か
に
し

て
、
斯
様
な
産
血
を
導
く
の
で
あ
ら
う
か
。

　
銅
貨
の
成
分
や
、
投
げ
方
の
知
識
は
、
央
自
身
と
し
て

は
、
表
と
裏
と
の
出
現
の
均
等
可
能
を
信
ず
み
上
鱒
何

等
確
實
の
根
篠
を
與
る
も
の
で
な
い
。
欝
血
、
事
例
に
酷

い
で
知
る
こ
と
を
得
π
面
面
か
ら
、
類
推
に
よ
φ
て
、
．
更

に
他
の
銅
貨
の
上
に
及
ぼ
し
、
蝕
に
竜
、
結
局
は
、
相
封

．
的
頻
数
五
σ
％
丈
は
表
が
出
　
る
乙
と
を
構
う
、
更
に
は
等

質
性
の
F
面
子
の
鴬
合
に
竜
及
ぼ
し
て
、
各
側
面
現
出
の
均

等
可
能
性
を
認
め
る
に
至
る
。
即
ち
観
察
上
の
頻
歎
乃
至

怯
條
件
に
基
い
て
、
公
算
を
論
定
す
る
の
で
あ
っ
イ
、
推

論
式
の
形
ち
を
假
う
れ
ば
「

　
一
銭
銅
貨
ヲ
無
限
回
歎
投
グ
レ
バ
、
相
卦
的
回
三
五
〇
，

β
％
畑
瀬
が
現
バ
レ
ル
。

　
鼓
デ
ハ
銅
貨
投
ゲ
ガ
、
常
識
ノ
問
題
デ
ア
ル
。
故
二

元
・
事
象
ヲ
無
限
虚
数
、
反
復
ス
レ
パ
、
泥
○
％
丈
ハ

　
　
　
　
　
縮
紳
測
定
の
原
理
と
し
て
の
誤
差
の
法
粥

　
表
が
現
ハ
レ
戸
。

　
第
一
番
目
に
、
先
づ
、
直
接
か
聞
接
か
兎
も
角
も
擬
綬

實
瞼
に
青
い
て
銅
貨
投
げ
の
示
す
事
實
を
知
得
す
る
必
要

が
あ
る
。
此
の
大
前
提
は
、
．
理
想
鮒
に
は
、
飽
く
ま
で
も

充
分
、
確
酷
な
る
理
由
の
上
に
立
た
ね
ば
な
ら
臓
。
次
に

當
廊
の
事
象
は
、
大
前
提
π
於
け
る
と
全
然
同
意
聾
で
の

扁
銭
銅
貨
投
げ
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
此
の
小
前
提
に

就
い
て
竜
、
7
イ
ッ
シ
ャ
覧
氏
の
所
謂
　
「
特
殊
現
象
轟
影
響

ス
ル
原
因
群
ヲ
支
配
ス
川
物
理
的
法
則
ノ
徹
底
野
分
折
し

に
由
う
て
立
て
ら
れ
内
充
分
の
理
由
淀
よ
う
て
飽
く
寮
で

糟
…
確
を
期
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
然
ら
ば
、
無
知
と
認
め
ら
れ
る
範
園
は
何
で
あ
る
か
。
・

特
殊
者
が
如
何
な
る
意
味
で
一
般
者
の
中
に
包
撮
せ
ら
れ

る
の
か
ゆ
換
言
す
れ
ば
、
脹
面
の
事
象
は
、
反
復
す
れ
ば

結
局
は
、
．
褒
裏
の
現
出
の
均
等
に
可
能
な
る
べ
き
こ
と
は

知
ら
れ
る
が
、
唯
一
回
忌
格
段
な
る
投
げ
が
表
裏
銑
れ
を

現
出
　
せ
し
め
る
の
か
。
．
此
の
織
ば
無
知
に
止
る
。
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



1002）

　
　
　
　
　
哲
　
學
　
研
　
究
「
　
第
竃
十
四
號

　
斯
様
な
無
知
の
均
等
分
窟
、
不
充
分
理
由
律
に
就
い
て

は
～
鼓
で
は
論
じ
な
い
が
、
公
算
を
読
く
に
當
う
て
。
「
苦

し
反
復
す
れ
ば
、
糠
殊
の
突
合
の
一
定
の
黒
甜
を
生
息
す

べ
き
軍
∴
事
象
な
う
」
と
の
み
謂
ひ
て
足
う
る
で
あ
ら
う

馳
か
。

　
此
の
小
論
交
で
は
、
公
箪
の
論
理
に
就
い
て
詳
述
す
る

こ
と
は
望
嚢
れ
な
い
が
、
黒
く
と
も
次
の
事
柄
は
言
は
れ

得
る
で
は
あ
る
綾
い
か
。
即
ち
事
象
の
公
算
は
、
其
の
事

象
共
の
者
の
中
に
、
生
具
す
る
こ
と
は
出
家
な
い
こ
と
は

明
自
で
あ
ろ
。
投
げ
て
出
る
の
は
、
表
か
、
裏
で
、
牢
表

孚
裏
は
有
う
得
な
い
。
叉
、
一
事
象
は
其
の
公
算
に
制
約

さ
れ
竜
し
な
い
。
第
一
番
か
ら
次
々
に
第
千
番
嚢
で
合
計

一
千
放
の
札
を
納
め
た
箱
の
内
か
ら
、
任
意
の
一
放
を
響

き
出
せ
ば
、
其
の
番
號
は
、
残
ウ
の
も
の
に
樹
し
て
九
百

九
十
九
の
階
越
を
冒
し
て
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ

て
二
様
な
場
合
を
支
配
す
る
規
則
は
、
思
は
ね
≧
と
が
常

に
起
る
と
い
ふ
こ
と
に
外
菰
ら
諏
。
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
凡

　
公
算
が
事
象
其
の
者
の
中
に
な
い
と
す
れ
ば
、
其
の
外

に
存
す
る
筈
で
あ
っ
て
、
蚊
で
は
、
享
象
が
厩
し
て
み
る

系
列
の
申
に
あ
る
と
い
は
れ
や
う
。
撃
て
格
段
な
る
圃
事

象
に
公
算
を
饒
せ
し
め
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
其
の
實
典
の

事
象
を
ば
、
其
の
繰
ウ
さ
れ
ゆ
く
系
列
の
申
に
、
特
殊
な

様
相
が
誓
う
ゆ
く
ま
、
を
見
て
ゆ
く
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、

其
の
軍
蝸
な
る
事
例
中
に
望
み
込
ま
れ
た
反
復
事
象
の
系

列
を
見
る
乙
と
の
謂
で
あ
る
。

　
所
謂
無
知
は
、
此
の
織
に
含
ま
れ
る
る
も
の
で
あ
っ
て
、

格
段
な
る
事
象
の
預
知
の
不
可
能
、
然
も
な
ほ
其
の
頻
歎

の
み
は
慧
知
し
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
特
殊
者
に
就
い
て

知
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
っ
て
、
唯
輔
賢
者
を
知
を

乙
と
で
満
足
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
二
、
誤
差
の
法
則
の
役
目
。

統
計
的
測
定
に
と
り
て
、
誤
差
の
法
期
は
一
方
、
其
の

イ
ン
ス
ピ
レ
ェ
シ
ョ
ン
な
る
と
同
時
に
、
他
方
、
又
其
の
嗣
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限
と
な
る
。
ラ
プ
ラ
ス
氏
が
此
の
法
則
を
立
て
、
よ
う
以

來
、
前
世
紀
中
に
は
、
科
學
的
、
証
馬
跳
的
乃
至
は
生
物

學
的
測
定
の
上
に
、
い
ろ
ノ
～
な
形
式
で
擾
張
、
適
用
せ

ら
れ
る
に
至
っ
箆
。
一
片
の
魔
術
を
其
の
申
に
藏
す
る
竜

の
と
港
へ
ら
れ
た
の
で
、
此
の
公
式
は
、
自
然
が
自
ら
を

覆
せ
む
と
す
る
先
験
的
に
輿
へ
ら
れ
た
、
理
想
的
第
叫
原

理
の
役
目
を
演
ず
る
ど
＼
な
σ
控
。
此
等
の
数
學
者
の
な

す
と
こ
ろ
は
渥
緩
で
は
あ
つ
π
が
、
雲
竜
つ
ひ
に
紳
を
奮

う
上
げ
π
の
で
あ
っ
た
。
乙
れ
に
甥
す
る
反
動
の
叫
び
は

近
來
、
統
計
學
者
の
闘
に
起
っ
て
、
此
等
の
學
者
は
誤
差

の
法
則
を
口
し
て
兜
物
と
な
し
、
共
の
先
駒
適
用
を
迷
信

な
塾
と
す
る
に
至
つ
だ
。
零
墨
、
此
の
迷
信
は
今
旬
存
し

て
、
わ
が
精
薄
測
定
の
申
に
竜
混
在
す
る
の
で
あ
る
。
然
…
，

ら
ば
、
科
学
的
方
法
と
し
て
の
此
の
法
鋼
の
翼
償
は
旧
稿

に
あ
る
か
。
此
の
織
を
湧
か
に
す
る
の
が
本
節
の
目
的
で

あ
る
。

　
當
初
、
公
算
論
の
用
途
が
軍
に
心
境
の
解
明
に
限
局
せ

　
　
　
　
　
軸
…
憩
測
定
の
原
理
と
し
て
の
腿
差
の
法
即

．
ら
れ
て
る
た
問
は
、
論
理
上
の
困
難
に
逢
着
す
る
こ
と
も

ま
つ
無
か
つ
だ
の
で
あ
る
が
、
今
や
ラ
プ
ラ
ス
、
ガ
ウ
ス

の
爾
氏
に
よ
う
て
、
誤
差
論
の
上
に
適
用
せ
ち
れ
る
に
至

っ
π
。
全
然
、
別
途
の
村
寺
で
あ
る
誤
差
の
場
合
に
、
果
し

て
罪
難
な
く
其
の
適
用
が
許
さ
れ
得
る
の
で
あ
ら
5
か
。

　
ラ
プ
ラ
ス
民
で
竜
、
ガ
ウ
ス
氏
で
も
、
共
に
或
る
種
の

假
定
か
ら
禺
評
し
て
、
論
理
的
に
其
の
一
般
的
結
論
に
到

発
し
鬼
の
で
あ
っ
て
、
今
爾
、
聾
者
の
こ
れ
に
負
ム
所
が

あ
る
の
で
あ
る
が
、
無
造
作
に
、
此
の
法
期
を
特
殊
の
揚

合
に
適
用
す
乃
に
至
っ
て
、
非
難
が
起
る
。
其
の
適
用
性

が
許
さ
れ
る
だ
め
に
は
、
先
づ
、
誤
差
が
、
法
則
の
假
定

す
る
要
件
を
満
足
す
る
こ
と
を
確
め
る
必
要
が
あ
ら
う
。

し
か
る
に
、
ガ
ウ
ス
氏
自
ら
、
何
等
の
躊
躇
竜
な
く
、
其

の
ま
ま
、
此
を
天
交
學
上
の
槻
察
誤
差
の
揚
合
に
適
用
し

だ
。
平
家
、
其
の
後
聖
者
の
中
に
も
此
の
法
則
の
由
來
を

顧
み
る
こ
と
な
く
し
て
、
先
回
の
な
す
と
こ
ろ
に
從
ふ
も

の
が
あ
っ
禿
。
實
際
例
外
の
事
實
の
存
在
す
る
に
竜
拘
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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暫
　
學
　
研
　
究
　
　
第
誠
十
四
U
號

ず
、
測
定
論
上
、
屡
々
既
の
洪
期
は
表
記
慣
格
の
ま
㌦
で

受
け
墨
字
ら
れ
て
る
た
。
，
法
則
に
圏
す
る
議
論
菟
叢
で
は
、

．
實
際
的
の
竜
の
で
あ
っ
て
、
實
用
上
に
は
さ
し
だ
る
煩
ひ

と
は
な
ら
な
か
つ
だ
と
見
ゑ
る
。

　
　
噌
九
｝
Q
年
、
ア
ァ
パ
ン
氏
は
「
此
の
法
則
は
、
多
数
’

の
間
接
的
の
維
駒
に
ま
う
て
、
得
意
氣
に
擁
護
さ
れ
ぞ
み

る
が
、
敷
學
的
演
繹
よ
参
し
て
も
、
直
接
経
験
よ
ウ
し
て

竜
讃
製
す
る
え
と
は
毘
來
な
い
。
」
と
塾
し
な
が
ら
、
貞

ら
は
、
精
紳
物
理
的
實
験
の
條
件
の
下
に
は
、
正
負
三
種

の
観
察
誤
差
は
、
主
観
的
相
等
織
か
ら
測
れ
ば
、
相
等
し

い
こ
と
を
示
し
て
、
誤
差
の
爆
睡
の
正
し
い
之
と
を
三
明
．

し
や
う
と
し
禿
。
乍
併
、
既
の
法
則
に
封
ず
る
信
卿
は
、
、

斯
様
な
立
誇
の
あ
る
以
前
、
夙
く
既
に
行
は
れ
π
の
で
あ

っ
カ
。
　
　
　
　
　
　
」
「

　
誤
差
の
法
則
を
誤
差
で
も
な
い
種
々
、
な
る
入
蘭
の
測
定

砂
上
に
、
無
造
作
に
適
用
し
π
責
任
は
、
ケ
ト
ン
エ
氏
の

貝
ふ
べ
き
も
の
と
思
は
れ
る
．
．
自
然
は
人
聞
を
造
る
に
蔦
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
一
一
〇

一
つ
の
理
想
を
目
當
て
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
個
人
差
は

其
の
誤
差
の
程
度
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
へ
π
。
其
の

詮
櫨
と
し
て
、
五
、
七
三
八
入
の
蘇
格
蘭
兵
の
胸
園
と
し

一
〇
σ
、
○
○
○
人
の
佛
蘭
西
の
募
兵
の
身
長
と
の
測
定

の
結
果
惣
引
用
し
π
。
此
の
揚
合
、
唯
、
其
の
假
定
を
此

の
謹
擦
に
墓
礎
づ
け
て
自
ら
満
聾
す
る
凍
ら
ば
、
、
非
難
は
，

な
い
が
、
更
に
進
み
で
、
佛
國
募
兵
の
身
長
分
配
曲
線
の

歪
み
を
説
明
し
て
、
採
用
の
方
法
に
錯
談
の
あ
っ
た
た
め
，

で
あ
る
と
し
π
。
斯
様
な
想
定
は
、
公
正
を
偉
く
の
で
拡

あ
る
ま
い
か
。
一
面
で
は
、
経
験
に
豪
い
て
法
則
を
立
て

な
が
ら
、
他
面
で
は
、
多
く
の
揚
合
に
、
此
の
法
則
を
用

⑳
て
経
験
の
分
析
に
役
立
て
や
う
と
す
る
。
雨
烈
の
劒
は

間
に
合
ぶ
武
器
で
も
あ
ら
う
。
實
際
、
其
の
後
の
研
究
渚
．

が
洗
を
使
用
し
や
う
と
す
る
の
も
怪
し
む
に
足
ら
ぬ
。
乍

併
、
か
く
て
は
鎧
鼠
職
・
の
重
大
な
法
規
を
無
観
す
る
こ
と

淀
な
う
は
す
ま
い
か
。

ゴ
ル
塾
ン
氏
は
其
の
雷
管
簿
的
天
才
（
一
八
六
九
年
）



　
　
k
顧
て
、
卒
直
に
氏
の
所
謂
「
李
均
値
よ
参
の
脱
侠
に
關

　
　
す
る
不
思
議
な
る
法
財
」
を
ケ
ト
レ
ェ
氏
よ
力
認
容
し
來

　
．
う
て
、
或
る
種
の
精
憩
能
力
は
大
愚
、
此
の
法
語
に
從
ふ

　
　
こ
と
を
示
し
、
更
に
此
を
用
み
て
自
然
的
材
能
の
等
距
離

　
　
的
尺
度
を
設
定
し
π
。

　
　
　
英
吉
利
の
雌
物
測
定
學
派
は
ゴ
ル
ト
ン
氏
か
ら
禺
で
、

　
　
更
に
誤
差
の
法
言
の
先
験
的
冷
痛
範
幽
を
鑛
逸
し
π
。
ビ
■

　
　
ヤ
ソ
ン
氏
の
初
期
の
業
績
例
へ
ば
，
「
進
化
ノ
藪
理
こ
就
イ

　
　
テ
」
　
二
八
九
竿
立
）
の
如
誉
は
、
其
の
一
事
例
で
あ
る

　
　
が
、
　
エ
ル
ド
ン
氏
は
ネ
イ
プ
ル
冬
及
び
ブ
リ
マ
ウ
ス
産
の

　
　
蟹
の
雨
群
に
就
い
て
、
長
さ
と
露
と
を
測
定
し
た
。
．
プ
ヲ

　
　
マ
ウ
ス
産
の
は
、
装
置
的
の
斜
分
布
を
二
示
し
π
が
「
、
ネ
づ
プ

　
　
ル
ス
産
の
は
、
其
の
蟷
に
就
い
て
は
歪
状
分
布
を
示
し

　
　
た
。
此
の
歪
歌
分
布
を
ぱ
圏
ピ
ヤ
ソ
ン
氏
は
、
大
業
な
藪

　
　
盤
上
の
手
薄
を
経
て
李
均
値
の
柑
異
な
る
爾
種
の
公
算
曲

　
線
に
分
析
し
だ
が
、
エ
ル
ド
ン
氏
は
此
の
結
果
を
ば
、
同
・

禰
質
島
形
の
馨
と
し
て
義
解
茎
。
砦
分
析
法
を
更
に

　
　
　
　
　
　
鵜
紳
測
定
の
原
理
と
し
て
の
譲
差
の
法
期
、
，
　
、

プ
リ
マ
ウ
ス
産
の
封
稽
的
分
布
の
上
に
も
適
用
し
て
、
其

の
解
を
得
な
か
つ
陀
の
で
、
ビ
ヤ
ソ
ン
氏
は
屍
の
矧
園
は

等
質
性
を
保
つ
と
看
領
し
π
。
更
に
進
み
で
此
の
手
績
を

■
以
て
、
材
料
の
等
質
性
、
異
質
性
決
定
の
準
則
な
う
と
し

外
見
上
、
卦
稚
的
の
曲
線
に
…
兆
し
て
竜
、
先
づ
必
ず
此
の

分
析
法
を
施
し
、
真
の
解
潔
き
を
知
ウ
て
始
め
て
、
等
質

●
盤
．
を
決
定
す
べ
き
竜
の
な
う
と
し
だ
。

．
醗
ビ
ヤ
ソ
ン
氏
が
メ
リ
マ
ン
氏
の
標
的
上
の
着
難
分
布
の

曲
線
に
、
此
の
分
析
法
を
癒
用
し
π
結
果
、
異
質
性
が
保

だ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
カ
．
、
從
て
、
此
の
射
撃
で
は
、

メ
リ
マ
ン
琉
の
考
へ
尤
様
に
、
的
の
第
六
番
目
の
帯
を
狙
・

つ
だ
の
で
は
な
く
、
第
五
帯
を
狙
っ
た
場
合
と
、
第
七
帯

を
狙
つ
π
整
合
と
が
混
存
し
て
ゐ
カ
と
解
せ
ね
ば
な
ら
繊

こ
と
に
な
る
。
か
く
で
は
、
誤
差
の
法
音
の
纏
験
的
の
三

蓋
を
覚
め
る
由
も
な
い
。
輩
∴
な
る
選
揮
か
ら
得
た
の
蟹

軍
一
の
條
件
下
に
行
は
れ
だ
射
撃
、
グ
ラ
フ
に
描
、
那
し
て
．

さ
へ
欝
旦
測
度
が
悉
く
競
う
の
あ
る
こ
と
を
表
は
し
て
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
｝
一
’
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哲
　
學
　
醗
　
究
　
　
箪
五
十
四
號

る
の
に
、
誤
差
の
法
則
を
準
則
と
す
れ
ば
、
同
質
爾
二
叉

は
二
重
照
準
・
と
な
る
の
で
あ
る
。
既
の
織
は
大
に
涯
霞
に

値
す
る
℃

　
ラ
プ
ラ
ス
氏
で
も
、
ガ
ウ
ス
氏
で
竜
、
其
の
假
定
は
、

陰
に
陽
に
、
其
の
説
く
衝
の
申
に
表
は
れ
て
る
だ
が
、
ケ

｝
レ
ェ
氏
は
材
料
か
ら
法
要
を
立
て
＼
更
に
其
の
法
則

を
用
み
て
材
料
を
更
正
し
π
。
非
難
は
此
の
黙
に
あ
る
。

　
ゴ
ア
ト
ン
氏
は
、
一
八
六
九
年
に
於
て
は
、
此
の
法
財

は
、
精
紳
能
力
の
揚
合
に
適
用
せ
ら
る
べ
き
竜
の
と
し
た

が
、
一
入
七
九
年
に
は
、
既
に
例
外
を
認
め
て
、
威
畳
的

材
料
叉
は
此
と
同
剛
の
法
則
に
從
ふ
材
粋
の
最
も
確
ら
し

き
藪
値
は
、
幾
何
濃
墨
で
あ
る
と
し
、
煮
て
奨
の
分
布
曲

線
亦
署
し
く
歪
歌
を
呈
す
る
に
い
だ
る
。

　
一
八
九
四
年
に
煮
て
は
惣
誤
差
の
法
則
を
榊
聖
侵
す
可

か
ら
ぎ
る
竜
の
と
認
め
て
み
た
ら
し
い
ビ
ヤ
ソ
ン
氏
も
、

】
八
九
五
年
に
は
、
其
の
適
用
に
制
限
あ
る
こ
と
に
氣
付

く
に
蓬
ウ
、
一
九
〇
〇
年
に
診
て
は
、
絡
に
其
の
信
仰
竜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

失
ぜ
去
て
、
一
種
の
兇
物
に
過
窪
ず
と
し
だ
。

　
學
理
を
濾
然
に
順
慮
せ
し
め
む
と
し
て
、
歪
歌
曲
線
の

禮
系
を
展
開
し
た
黙
に
於
て
、
ビ
ー
ヤ
ソ
ン
氏
に
は
誤
差
の

雲
影
に
封
ず
る
迷
信
を
打
破
す
る
上
へ
の
學
術
的
の
貢
献
「

が
あ
っ
た
。
エ
ル
ド
ン
氏
の
蟹
の
同
質
忘
形
の
問
題
を
扱

つ
力
一
八
九
四
年
の
論
丈
は
、
時
代
の
風
潮
の
影
響
を
蒙

っ
た
竜
の
で
あ
ら
う
。
若
者
書
し
も
當
初
の
錯
誤
を
避
け

る
こ
と
は
禺
來
な
か
つ
だ
。
吾
人
は
今
や
再
び
ビ
ヤ
ソ
ン

氏
に
蹄
ら
ね
ば
な
ら
澱
。

　
ゴ
μ
ト
ン
氏
や
、
ピ
ヤ
ソ
ン
氏
の
7
い
～
ハ
と
7
｝
ア
リ
は
、
硝
止

常
曲
線
生
起
の
例
外
的
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ
る
。
刺
戟
の
掛
数
値
が
誤
差
の
法
則
に
從
ム
竜
の

な
ち
ば
、
ゴ
ル
ト
ン
氏
の
い
つ
だ
様
に
、
刺
戟
の
数
値
註
ハ

の
麿
は
、
此
の
法
則
に
は
從
ム
乙
と
が
出
営
な
い
筈
で
あ

る
。
ピ
ヤ
ソ
ン
氏
碧
い
つ
た
様
に
、
写
る
學
者
は
、
X
が

正
常
曲
線
を
興
へ
ず
と
も
、
X
が
其
の
函
数
π
る
べ
き
Z

は
此
の
法
語
に
從
ふ
と
い
ふ
。
從
て
今
假
・
9
に
自
然
が
誤



　
　
差
の
法
則
に
從
ふ
も
の
と
し
て
竜
、
爵
然
其
の
者
の
測
定

　
　
㎜
畢
位
叉
は
此
に
姥
例
す
る
何
等
か
の
逆
位
の
駿
見
せ
ら
れ

　
　
綴
以
上
は
、
未
だ
幸
運
は
到
ら
諏
の
で
あ
る
。
一
八
八
九

　
　
年
に
於
て
、
饒
に
夙
く
べ
川
ト
ラ
ン
氏
は
、
此
の
織
に
注

　
　
目
し
㌃

　
　
　
上
坂
の
關
係
は
軸
壁
の
結
晶
の
分
布
に
就
い
て
考
れ
ば

　
　
明
瞭
で
あ
る
。
正
六
面
膿
の
大
さ
は
、
其
の
一
三
の
長
さ
－

　
　
か
ら
で
竜
、
重
景
か
ら
、
で
竜
、
測
る
乙
と
が
出
家
る
。
舷

　
　
に
電
濫
は
一
擾
の
三
乗
寡
に
比
例
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　
爾
測
度
が
同
時
に
誤
差
の
法
則
に
當
て
彼
宿
る
こ
と
は
出

　
　
來
な
い
．
。
自
然
が
既
の
法
刷
に
從
ふ
と
す
れ
ば
、
長
さ
と

　
膿
積
と
の
義
れ
を
鐸
ぶ
の
か
。
唱
層
「
自
然
的
」
な
別
個

　
　
の
輩
位
を
澤
ぶ
の
で
は
あ
る
習
い
か
。
　
一
般
的
に
い
へ
ば

　
　
測
度
の
選
揮
上
に
、
充
分
確
乎
た
る
理
由
の
螢
見
さ
れ
復

　
　
い
限
う
は
、
共
の
分
布
を
云
々
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
筈

　
　
で
あ
る
。
轟
然
の
爲
さ
む
と
欲
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず

贈
と
て
は
・
典
の
製
す
と
≧
ろ
を
知
る
を
は
禺
來
零

　
　
　
　
　
　
蕪
脚
瀬
旧
湘
門
定
の
原
狸
と
し
て
の
羅
恥
差
の
法
瑚

　
い
。

　
ガ
ウ
ス
氏
の
蜀
断
に
封
ず
る
反
動
は
、
英
雄
に
於
け
る

よ
ウ
も
、
猫
逸
に
於
て
更
に
著
争
い
も
の
が
あ
っ
た
。
憎

八
七
七
年
、
レ
キ
シ
ス
馬
ば
其
の
著
大
数
法
論
に
於
て
馬

頻
数
分
布
を
正
常
隅
過
小
、
及
び
萢
大
の
三
楼
に
扱
ひ
、

問
題
の
婆
心
を
ぱ
、
正
常
分
布
か
ら
、
正
常
分
散
に
移
し

、
π
。
所
謂
「
レ
キ
シ
ス
氏
比
」
は
此
の
分
散
の
度
合
を
測

る
。
此
の
見
地
は
、
猫
逸
並
に
ス
カ
ン
ヂ
ナ
罪
や
の
生
命

保
瞼
統
計
學
者
の
容
る
＼
と
こ
ろ
と
な
ウ
て
、
例
之
ク
ッ

ウ
ベ
ル
氏
の
「
《
算
論
」
の
如
き
は
、
其
の
根
櫨
を
鎚
に

求
め
て
み
る
。
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
、

　
吾
人
は
、
既
に
一
八
八
六
年
に
於
て
7
オ
ン
、
、
ク
ヲ
イ
ス

氏
が
不
｛
允
分
理
由
一
律
を
げ
P
、
瓢
醐
理
的
原
理
の
i
甲
に
…
数
へ
な

か
っ
軍
職
と
を
述
べ
だ
が
、
然
下
荷
多
く
の
揚
合
に
は
ガ

ウ
ス
馬
法
即
の
實
現
す
る
こ
と
．
を
信
ぜ
む
と
し
て
、
か

、
の
ベ
ッ
セ
ル
氏
の
観
察
を
ば
、
其
の
耳
擦
に
引
毒
し
だ
。
然

・
竜
此
の
同
一
な
る
ベ
ッ
セ
戸
氏
観
察
を
ば
、
艶
ハ
後
、
＝
ん
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
；
脚
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○
年
に
順
う
て
、
ア
．
パ
ン
民
竜
雰
封
辮
性
の
事
例
と
し

て
引
適
し
た
の
は
注
意
を
要
す
る
。

　
エ
ス
タ
ァ
ガ
ァ
ー
3
践
は
一
八
九
〇
年
に
於
て
球
の
抽
瀬
田

・
の
他
の
實
験
を
憾
め
て
、
場
合
の
数
が
増
せ
ば
堰
す
ほ
ど

相
封
的
頻
数
は
盤
々
荻
き
纏
園
内
に
集
う
、
或
る
意
駿
で

期
待
せ
ら
れ
る
頻
歎
に
透
く
こ
と
を
示
し
、
更
に
進
み
で

祉
會
的
統
計
の
頻
数
も
い
く
ら
か
此
等
の
適
遇
實
験
の
頻

数
に
似
る
と
い
ふ
に
至
っ
た
。
蝕
に
氏
の
興
味
の
中
心
蔦

誤
差
の
法
則
の
先
験
的
適
用
と
い
ム
よ
う
は
、
事
實
の
上

〕
に
存
し
だ
。
何
は
と
も
あ
れ
、
瓠
實
に
頼
る
と
い
ふ
こ
と

は
、
い
つ
で
も
先
験
的
の
理
論
へ
の
異
議
の
申
立
℃
と
い

ふ
こ
と
を
意
簾
す
る
。

　
三
間
上
の
仕
事
は
結
局
、
事
實
で
あ
る
。
理
論
の
論
理

上
の
不
整
合
が
麹
第
に
明
瞭
な
る
を
得
π
が
、
其
の
反
面

に
は
叉
、
事
實
の
了
得
竜
次
第
に
手
玉
う
ゆ
く
竜
の
が
あ

っ
π
．
入
類
學
的
測
定
が
簸
初
行
は
れ
控
頃
に
は
、
紫
合

の
大
多
籔
が
焼
均
値
に
近
く
集
ま
参
、
極
端
な
頻
藪
は
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
鰯

に
減
じ
去
う
、
更
に
極
あ
て
懸
け
隔
て
た
場
含
は
殆
ど
無

い
と
い
ム
根
本
の
事
實
が
薯
し
か
つ
た
の
目
し
、
此
の
範
園

内
で
は
誤
差
の
法
姻
は
事
齢
し
て
惑
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

っ
た
が
・
興
味
が
細
部
に
集
中
せ
ら
る
れ
ば
、
艇
ら
れ
る

女
そ
れ
だ
け
、
か
㌧
る
蹴
純
な
…
般
化
の
不
當
な
こ
と
が

明
か
と
な
ウ
、
其
の
調
停
に
は
可
な
う
の
努
力
竜
あ
っ
だ

が
、
概
し
て
い
へ
ば
、
科
學
は
事
實
に
単
動
し
、
從
て
一

厨
融
通
の
利
く
表
示
法
が
用
ゐ
ら
れ
る
に
至
つ
カ
。

　
バ
ァ
ル
氏
の
研
究
に
は
、
誤
差
の
法
則
の
適
用
が
、
科
學

的
記
載
の
上
に
、
不
都
合
な
≧
と
を
示
す
恰
好
な
事
例
が

あ
る
。
氏
は
セ
ラ
ト
フ
ヰ
ラ
ム
の
輪
生
葉
の
数
を
統
計
的

に
研
究
し
て
其
の
分
布
は
駄
馬
は
枝
の
附
根
の
方
と
、
末

梢
の
方
と
で
は
別
種
の
歪
形
分
布
を
呈
し
、
加
之
、
其
の

分
廓
の
仕
方
竜
、
爾
端
の
問
の
賜
る
揚
所
で
は
漁
封
辮
分
布

を
な
す
乙
と
を
知
っ
た
。
此
の
例
が
示
二
様
に
例
之
、
成
長

の
如
き
、
種
々
潤
る
生
物
學
上
の
要
因
に
基
い
て
、
程
度

の
み
な
ら
ず
、
方
向
に
於
て
竜
、
次
第
に
酔
う
ゆ
く
歪
形
の



　
　
分
布
、
典
慮
に
眞
の
生
物
學
的
現
象
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
斯
様
潔
事
済
を
前
に
し
て
、
如
何
に
し
て
誤
差
の
法
輪
を

　
　
盲
信
す
る
乙
と
が
出
來
や
う
か
。
　
　
　
一

　
　
　
要
之
、
誤
差
の
法
姻
は
、
其
の
中
に
何
等
の
魔
力
を
竜

　
　
蓄
へ
る
蔦
の
で
は
な
い
。
吾
人
が
乙
れ
に
輿
へ
ら
れ
た
竜

　
　
の
を
、
叉
吾
人
に
取
戻
す
だ
け
に
止
る
。
銅
貨
投
げ
の
揚

　
　
合
の
如
く
に
、
経
験
に
訴
へ
て
其
の
本
質
を
知
る
こ
と
が

　
　
出
來
れ
ば
、
確
乎
π
乃
理
由
の
下
に
、
陀
の
法
劉
の
適
用

　
　
竜
許
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
が
、
さ
竜
な
い
と
き
に
は
、
直

　
　
揺
、
自
然
に
就
い
て
覚
め
る
の
外
は
な
い
。
．
分
布
の
形
式

　
　
は
測
定
の
輩
位
に
關
等
し
て
定
ま
う
、
且
階
位
の
選
澤
は

　
“
無
限
に
可
能
な
の
で
あ
る
か
ら
正
に
其
の
眞
相
に
適
合
す

　
　
る
躍
位
の
登
見
の
不
可
能
を
期
待
す
る
に
竜
野
な
う
の
理

　
　
由
が
あ
る
。
從
て
霞
然
に
訴
へ
ず
に
、
先
験
的
法
恥
を
立

　
　
て
る
な
ど
と
は
許
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
親
し

　
　
く
自
然
に
就
い
て
研
究
す
れ
ば
、
誤
差
の
法
瑚
へ
の
類
似

㎜
並
に
そ
れ
壼
の
懸
隔
の
あ
ら
ゆ
る
程
度
の
存
在
が
明
に

　
　
　
　
　
　
　
麟
…
榊
測
定
の
原
理
と
し
て
の
僕
差
の
法
遡

せ
ら
る
。
菰
て
、
此
の
懸
隔
の
程
度
こ
そ
親
察
上
、
重
要

な
る
事
實
で
あ
る
こ
と
が
理
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
三
、
測
定
軍
位
と
分
布
形
式
と
の
關
係
」

　
同
一
の
材
料
に
汗
す
る
に
し
て
鄭
、
測
定
の
輩
位
が
獲

れ
ば
頻
藪
分
布
の
形
式
が
獲
う
、
且
、
軍
位
の
墾
化
が
正
比
’

例
以
外
の
他
の
函
鐵
に
從
ふ
と
き
に
は
、
曲
線
の
歪
み
，
も

亦
獲
る
。
此
の
織
は
夙
く
既
に
ベ
ル
塾
ラ
ン
氏
の
明
瞭
に

指
摘
し
π
と
こ
ろ
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
從
來
、
殆
ど
顧
み

ら
れ
な
か
つ
だ
の
は
不
恐
議
で
あ
る
。

　
最
近
に
ヰ
ヅ
ア
ム
ス
氏
（
一
九
一
八
年
）
が
記
憶
の
測

定
函
数
を
定
め
る
揚
合
に
竜
此
の
困
難
に
逢
着
し
た
。
一

定
の
材
料
を
揺
起
す
る
鷲
敷
を
反
復
回
歎
の
函
数
と
し
て

表
は
し
だ
が
、
誤
差
の
法
則
に
は
當
て
簸
ま
ら
凍
か
つ

た
。
初
期
の
反
復
は
、
後
期
の
反
復
に
比
し
て
跳
ハ
の
精
紳

物
理
的
効
果
の
一
暦
大
ぼ
る
竜
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
と
し

て
、
琉
は
更
に
他
の
記
億
輩
位
を
求
め
や
う
と
し
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
正
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あ
る
。
誤
差
の
法
則
を
先
験
必
然
的
に
正
當
な
竜
の
と
し

て
、
認
容
す
れ
ば
こ
そ
、
結
果
を
そ
れ
に
順
癒
さ
せ
、
從

て
反
復
歎
の
罵
る
特
殊
な
函
数
を
ば
、
詑
憶
の
軍
位
と
し

て
澤
ぶ
ζ
と
と
も
な
う
記
臆
に
關
す
る
特
紳
物
理
學
上
匿

一
段
の
雌
歩
を
回
す
乏
と
も
な
ら
う
が
噛
遺
減
な
が
ら
、

今
の
場
合
に
は
準
則
と
し
て
誤
差
の
法
財
を
立
て
る
こ
と

に
は
未
だ
何
等
の
確
定
も
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
に
は
法

則
、
地
方
に
は
軍
位
、
就
れ
よ
・
9
軌
れ
へ
竜
推
込
翻
を
許
さ

れ
ざ
る
二
重
頭
の
窮
境
に
隔
る
の
で
あ
る
。
救
ひ
の
道
は

唯
々
一
つ
不
可
能
者
を
思
ひ
切
っ
て
、
観
察
の
事
實
に
固

着
し
、
頻
数
を
反
復
回
歎
の
函
数
と
し
て
其
の
儘
、
残
す

に
如
く
は
な
い
。

　
各
段
階
問
の
距
離
を
根
等
し
く
し
た
ト
ラ
ビ
ュ
ウ
氏
の

馬
繋
尺
度
（
一
九
一
六
年
）
に
竜
同
一
の
困
難
は
あ
っ
た
．
．

材
料
は
エ
ッ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
鷺
流
の
完
成
を
要
す
る
文
章

で
あ
る
が
、
成
績
を
分
景
的
に
取
扱
う
だ
め
に
は
、
任
意

龍
選
ん
だ
堤
充
句
の
藪
よ
う
以
外
に
擦
り
ど
之
ろ
的
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六

の
で
、
誤
差
の
法
則
を
假
定
し
、
蓋
然
誤
差
を
其
の
軍
位
と

し
て
此
に
履
鷹
す
る
様
に
其
の
材
料
を
度
盛
し
た
。
乍
併

今
の
二
合
、
蕗
の
法
則
を
假
製
す
る
と
と
に
は
、
確
だ
る

根
縷
も
な
く
、
唯
々
便
宜
上
の
も
の
な
る
こ
と
ゲ
記
せ
ね
．

ぱ
な
ら
ぬ
。

　
か
く
の
如
き
は
羅
位
の
…
問
題
が
精
淋
測
定
の
甚
し
く
相

異
な
れ
る
方
面
に
於
て
起
か
、
然
か
も
其
の
解
決
は
、
豫

め
、
例
之
、
誤
差
の
法
刷
の
如
き
駆
る
種
の
分
布
函
数
を

公
定
す
る
能
は
ざ
る
薦
め
に
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
が
、
此
等
の
最
合
で
は
、
假
定
を
立
す
る
こ
と

を
絵
合
な
く
さ
れ
を
が
、
然
か
略
假
定
夫
れ
自
身
が
事
實

π
う
得
ざ
る
こ
と
は
容
易
に
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
其

の
制
限
亦
明
自
で
あ
る
。

　
堅
甲
、
誤
差
の
法
則
を
信
ぜ
む
と
す
る
意
志
が
、
一
麿
微

妙
に
入
う
込
む
仕
方
が
あ
る
。
今
、
暫
く
假
定
を
捨
て
㌧

経
験
に
訴
へ
、
然
か
竜
罫
線
の
現
象
の
大
多
数
が
測
定
の

結
果
、
皆
此
の
独
則
に
從
ぶ
分
布
を
示
し
差
揚
合
を
考
へ



　
　
て
み
や
ラ
。
弥
彦
に
よ
う
て
、
同
一
の
法
劔
が
他
の
現
象

　
　
に
竜
適
用
せ
ら
れ
る
と
結
論
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
ら
．

　
　
5
か
。
鋼
貨
を
投
げ
れ
ば
、
表
裏
の
現
出
が
均
等
可
能
な
．

　
　
る
を
知
っ
て
、
粍
の
事
柄
を
直
ち
に
銀
貨
の
上
に
移
す
の

　
　
は
不
嘗
で
あ
ら
う
か
。
身
長
の
分
布
が
誤
差
の
法
刷
に
從
’

　
　
ム
と
き
、
前
腕
の
長
さ
に
就
い
て
は
如
何
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
葺
合
日
々
の
本
質
を
知
悉
す
る
程
度
如
何
に
由
ウ
て
定

　
　
蜘
る
の
で
あ
δ
か
ら
、
纒
験
上
、
販
納
的
に
、
此
の
法
則

　
　
を
舗
約
す
る
銅
貨
の
塑
性
は
、
其
の
等
質
性
と
形
釈
と
で

　
　
あ
っ
て
、
大
き
、
成
分
、
色
合
等
に
は
無
地
係
な
る
乙
と

　
　
が
煙
れ
ば
銅
貨
よ
φ
直
ち
に
銀
貨
に
類
推
し
て
誤
う
は
な

　
　
い
。
．
身
長
と
腕
長
と
の
揚
合
で
は
、
先
づ
、
郭
者
が
同
一

　
　
要
因
に
溺
興
す
る
こ
と
を
知
る
の
み
な
ら
ず
、
同
一
の
仕

　
　
方
で
、
即
ち
同
…
の
割
合
で
成
長
ず
る
之
と
を
知
る
必
要

　
　
が
あ
る
。
若
し
前
腕
が
ω
の
李
方
に
、
身
長
は
其
の
立
方
に
，
．

　
，
比
例
し
て
攣
化
す
る
次
ら
ば
、
一
方
の
分
布
よ
う
直
ち
に

煎
他
方
の
分
布
を
豫
知
す
る
を
は
出
來
な
い
。
貨
謄
で
は
，

　
　
　
　
　
　
　
辮
紳
測
定
の
療
理
と
し
て
の
誤
差
瓜
法
轡

各
々
表
葱
現
出
の
百
分
比
で
表
さ
れ
て
、
其
の
尺
度
も
比

較
さ
れ
る
が
．
・
生
物
學
附
乃
至
は
心
理
學
的
の
現
象
に
あ

う
て
は
、
■
斯
様
履
本
質
的
條
件
の
確
か
な
分
折
は
得
て
望

ま
れ
な
い
の
で
お
る
。
　
　
　
、

　
か
く
し
て
、
」
般
化
の
可
能
な
場
合
と
不
可
能
な
揚
合

と
の
存
在
す
る
乙
と
は
明
瞭
と
な
っ
た
が
、
今
闘
、
，
一
般

化
の
適
用
を
保
隈
さ
れ
て
る
る
の
は
、
如
何
な
る
灘
象
で

あ
ら
う
か
β
試
み
に
次
－
の
五
種
類
を
考
へ
や
う
。

　
第
二
、
勝
負
事
、
謄
…
戯
の
類
、
例
之
、
貨
幣
投
げ
、
カ

ル
タ
抽
拙
、
毅
掛
投
げ
、
球
遊
う
が
し
、
甕
叉
は
嚢
か
ら

紅
自
球
を
耀
き
出
す
て
と
、
此
等
、
公
算
論
の
例
題
に
見

る
様
な
現
象
で
ば
、
．
誤
差
の
法
国
の
適
用
可
能
性
は
、
他

の
図
れ
の
場
合
ポ
う
襯
高
い
。
紅
自
冬
構
の
嚢
か
ら
拙
き

出
す
繭
下
汐
の
現
出
は
均
等
可
能
と
思
は
れ
る
。
現
に
エ

ス
タ
ア
ガ
「
、
ド
氏
は
一
萬
回
抽
出
申
、
自
球
五
千
十
一
「
回
を

得
力
一
。
　
ビ
ヤ
ソ
ン
氏
は
エ
ズ
ド
ン
氏
が
二
噛
萬
山
ハ
一
†
ご
一
百
H
六

回
の
七
子
投
ザ
に
際
し
て
高
卑
の
現
出
の
方
へ
の
偏
向
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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哲
　
墨
・
砺
　
究
　
　
第
五
十
四
號

登
齢
し
て
、
此
の
魚
子
に
於
て
五
心
は
六
が
正
に
全
回
歎

の
三
分
の
一
だ
け
出
現
す
る
公
算
は
拾
萬
分
の
こ
よ
う
小

に
し
て
、
全
数
回
の
○
、
三
三
七
七
だ
け
出
現
す
る
公
算

は
拾
六
分
の
二
な
ム
と
算
定
し
π
。
「
○
、
三
三
七
七
と

三
分
の
哺
と
の
差
異
は
益
し
泥
こ
と
で
竜
な
い
。
精
確
に

等
質
性
を
保
つ
皇
子
が
實
存
す
る
こ
と
は
望
ま
れ
な
い
。
」

と
い
は
う
。
實
際
實
験
上
の
理
想
的
條
件
が
精
確
に
實
現

さ
れ
る
之
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
遊
士
観
測
ば
常
に
唯
々

観
察
條
件
規
正
の
範
幽
内
で
繕
確
を
期
し
得
ら
れ
る
に
過

ぎ
な
い
。
ビ
ヤ
ソ
ン
氏
の
方
法
の
如
き
は
、
観
測
が
許
す

精
密
さ
以
上
の
精
密
な
る
手
績
を
以
て
特
殊
の
扇
合
か
ら

一
般
の
場
合
を
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
概
し
て
い
へ
ば
、

此
の
種
の
勝
負
事
は
、
誤
差
の
法
購
に
も
叉
其
の
弓
造
並

に
操
作
上
の
錯
れ
る
條
件
に
も
從
ふ
竜
の
と
思
は
れ
る
。

　
第
二
、
π
、
ε
、
癒
、
七
の
封
数
な
ど
の
如
き
不
霊
数

の
展
開
に
於
け
る
数
字
の
生
起
は
、
誤
差
の
法
則
に
從
ひ

あ
ら
ゆ
る
激
字
も
結
局
は
均
等
に
現
出
す
る
も
の
と
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八

に
い
は
れ
て
み
る
。
鼓
に
も
不
充
分
理
由
律
が
適
用
さ
れ

て
る
る
の
で
あ
る
が
、
圓
の
内
面
的
性
質
と
、
十
進
法
の

起
源
を
な
す
入
問
の
双
手
の
指
の
歎
と
の
問
に
、
何
等
開

係
竜
な
い
と
す
れ
ば
、
何
が
故
に
π
の
展
開
中
に
、
－
奎
鰹

の
歎
宇
が
均
等
に
出
現
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
ら
う

か
。
素
比
う
出
現
す
べ
か
ら
ぎ
る
理
由
は
な
い
。
此
を
事

實
に
徴
す
る
に
、
π
の
小
数
七
百
七
位
ま
で
の
中
に
は
、

鯨
他
の
数
字
が
大
豆
期
待
に
一
致
す
る
に
拘
ら
ず
七
の
生

起
は
五
十
三
回
で
あ
っ
て
、
期
待
回
藪
の
四
分
の
三
に
過

ぎ
な
い
。
乍
併
、
此
は
一
例
で
あ
0
て
、
ゴ
琶
氏
竜
示
し

た
襟
に
、
他
の
数
宇
が
七
と
同
様
に
均
等
か
ら
分
散
す
る

公
算
は
四
分
の
一
で
あ
る
。
エ
ッ
テ
ワ
ァ
ス
氏
は
一
千
八
百

六
十
一
分
の
唄
の
展
開
の
最
初
の
一
八
○
○
激
字
が
誤
差

の
法
事
に
從
ふ
乙
と
の
公
算
は
拾
分
の
一
だ
と
い
ふ
。
．
エ

ン
氏
も
エ
ヅ
ヂ
フ
ァ
ス
氏
も
共
に
、
貨
幣
投
げ
の
揚
合
の
規

則
が
斯
…
檬
な
数
宇
の
系
列
に
も
當
て
細
ま
る
も
の
と
信
じ

て
み
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
の
唱
般
性
の
想
定
は
前



　
　
條
の
適
遇
遊
戯
の
揚
合
ほ
ど
に
は
充
分
に
確
立
し
だ
も
の

　
　
と
は
思
は
れ
な
い
。

　
　
　
第
三
、
等
質
的
材
料
内
に
於
け
る
歪
形
分
布
に
關
す
る

　
　
第
瞬
番
目
の
論
文
を
磯
表
し
て
よ
り
程
経
て
、
一
九
〇
四

　
　
年
に
．
至
う
ビ
ヤ
ソ
ソ
氏
は
實
際
上
、
誤
差
の
法
期
は
、
種

　
　
々
な
る
人
問
特
質
に
就
い
て
の
其
相
を
表
は
す
た
め
に
は

　
　
第
一
次
的
の
近
似
と
し
て
殆
ど
絶
勤
的
保
障
を
以
て
適
用

　
　
ぜ
ら
れ
得
る
と
い
り
た
。
此
近
似
の
解
羅
如
何
が
問
題
と

　
　
な
る
の
ぞ
あ
る
が
、
儲
位
に
就
い
て
は
現
に
使
凧
し
つ
＼

　
　
あ
る
と
い
ム
よ
う
以
上
に
、
何
等
知
る
由
も
な
い
。
銅
貨

　
　
投
げ
が
銀
貨
投
げ
に
礎
つ
た
と
こ
ろ
で
、
爾
者
共
、
其
の
測

　
　
度
は
相
等
し
く
、
二
様
の
世
界
で
の
知
慮
現
出
の
割
合
で

　
表
は
さ
れ
、
鉱
を
癒
に
獲
へ
た
と
て
も
、
共
に
同
一
の
測
・

　
度
で
表
は
き
れ
、
拾
襟
の
物
界
で
の
二
字
の
割
合
が
此
を

　
示
す
。
乍
併
、
身
長
か
ら
前
腕
に
移
る
際
に
は
、
爾
者
を

　
測
る
吋
が
生
物
言
上
周
一
の
意
義
あ
る
と
の
保
障
は
孜

㎜
．
い
・
生
物
學
的
の
概
念
で
此
の
階
級
を
結
合
し
・
あ
ら
ゆ

　
　
　
　
　
　
精
淋
測
定
の
原
理
と
し
て
の
誤
幾
の
．
法
剛
、

る
人
聞
的
特
質
に
現
し
て
誤
差
の
法
則
を
豫
飛
す
る
だ
め

に
は
、
又
生
物
學
的
箪
位
を
用
み
ね
ば
な
ら
澱
。
實
に
分

布
形
式
が
軍
位
の
函
数
な
る
乙
と
は
免
る
べ
か
ら
ぎ
る
事

柄
で
あ
る
。
生
物
學
的
軍
事
と
物
理
的
潮
位
と
の
生
物
學

的
に
見
て
正
密
な
る
趨
異
に
就
て
起
る
差
違
は
所
謂
近
似

内
に
牧
め
得
る
程
に
微
細
煤
も
の
で
あ
ら
う
か
。
此
の
織

は
不
明
で
は
あ
る
が
、
是
非
知
る
こ
と
を
要
す
る
。
實
際
、

軍
位
選
定
に
聞
し
て
は
、
ピ
ヤ
ソ
ソ
氏
の
甘
く
駈
は
、
不

備
の
識
を
免
れ
る
こ
と
は
出
遊
奮
い
。

　
第
四
、
物
理
的
特
質
の
分
布
が
誤
差
の
法
則
に
從
ふ
と

す
れ
ば
、
精
玄
翁
特
質
の
揚
合
ば
如
何
で
あ
ら
う
。
前
條

蓮
ぶ
る
が
如
き
不
確
貿
な
る
構
造
の
上
に
、
氏
は
更
に
櫓

築
乞
試
み
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
一
四
年
、
氏
は
又
知
能
の
正
常
分
布
を
憎
し
た
が

其
の
場
合
の
材
料
は
ガ
ウ
ス
氏
下
瓦
に
充
分
に
適
合
す
る

と
は
食
れ
臓
底
の
も
の
で
あ
っ
だ
。
即
ち
エ
デ
測
ホ
〃
ム

氏
更
訂
の
ビ
ネ
ェ
式
尺
度
を
ス
ト
。
ク
ホ
声
ム
の
學
童
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
一
ぬ
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哲
　
鄭
研
　
究
　
　
第
践
＋
西
號

適
用
し
疫
結
果
を
示
し
π
の
で
あ
る
が
、
其
の
取
扱
ふ
厨

は
僅
か
に
二
百
六
十
一
入
の
普
通
見
と
三
百
一
入
の
低
能

児
と
に
過
ぎ
な
い
。
普
通
見
が
解
毒
の
誤
差
の
法
鋼
か
ら

輩
に
偶
然
的
な
る
分
散
二
塁
る
公
箪
は
六
十
分
の
一
で
、

普
通
兇
及
び
低
能
児
の
理
想
的
の
蔀
分
が
此
の
法
刷
に
從

ふ
公
算
は
武
拾
分
の
一
で
あ
る
。
但
し
八
歳
晃
の
揚
合
の
・

み
は
此
の
法
曽
に
適
合
し
π
。
貧
弱
な
謹
蝶
で
は
あ
る
が

未
だ
ガ
ウ
ス
氏
の
想
像
を
以
て
僑
歪
な
う
と
聲
下
す
る
時
．

期
は
到
來
し
な
か
つ
禿
と
思
は
れ
る
。

　
q
が
う
す
民
曲
線
が
知
能
の
頻
数
分
布
に
趨
屠
し
な
け

れ
ば
な
む
ぬ
と
い
ふ
理
由
は
不
意
的
に
な
い
。
が
併
し
此

を
試
み
ね
ば
な
ら
澱
。
ま
つ
此
の
法
話
は
入
間
の
身
偏
的

測
定
の
大
多
数
に
極
あ
て
良
く
適
合
す
る
。
次
に
生
物
測

定
學
者
は
、
多
歎
の
知
能
測
度
に
施
も
．
、
好
結
果
を
得
た
。

此
の
論
交
の
起
草
者
の
｝
入
π
る
心
理
學
者
（
エ
デ
ル
ホ
鮨

〃
ム
氏
）
は
今
の
揚
合
に
見
ら
る
る
不
適
合
も
亦
寧
％
査

定
其
の
者
乃
至
は
手
績
土
の
錯
誤
に
基
く
も
の
な
る
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇

と
の
見
解
を
有
す
る
。
ト

　
如
斯
は
、
實
に
生
物
測
定
溜
涙
共
通
の
告
白
と
も
見
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
常
に
自
然
の
中
に
ザ
ゥ
ス

氏
を
富
め
て
を
る
。
乍
併
、
吾
入
の
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば

物
理
的
の
勘
合
の
適
合
ぐ
近
似
的
に
過
ぎ
「
ず
、
知
能
の
揚

合
は
疑
問
で
あ
る
。
最
ハ
の
困
難
は
類
推
の
鮎
に
存
す
る
の

で
、
帥
ち
第
一
・
、
事
、
要
し
く
人
間
に
劉
す
る
が
故
に
写
物
理

的
よ
う
推
し
て
猜
紳
納
に
及
ぼ
す
べ
く
、
第
二
．
、
齊
し
く

’
知
能
に
駒
す
る
が
故
に
、
　
一
査
定
よ
り
推
し
て
他
の
査
定
・

に
及
ぼ
す
べ
し
と
い
み
。
然
る
に
、
人
間
性
の
分
布
と
い
，

ふ
も
の
は
存
在
し
な
い
。
亦
在
す
る
も
の
は
入
間
の
特
質

の
測
度
の
分
布
の
み
で
あ
ウ
、
知
能
の
分
布
と
い
ふ
も
の

は
な
く
、
唯
、
格
段
な
．
る
知
能
測
定
の
分
布
あ
る
の
み
で
あ

粗
。
加
之
、
此
の
測
度
は
常
に
任
．
意
に
選
揮
し
た
竜
の
で

先
験
的
の
根
櫨
を
探
れ
ば
兎
に
角
、
さ
も
な
い
以
上
は
、
此

等
の
測
度
も
、
相
等
し
き
温
位
の
和
な
う
と
い
．
ふ
程
の
嚴

密
な
る
意
味
は
な
い
℃
例
之
、
知
能
測
定
に
於
て
謂
．
ふ
所



　
　
の
軍
艦
は
“
當
該
査
定
に
於
て
黙
数
を
得
る
杜
能
と
で
も

　
　
定
義
し
な
い
以
上
は
、
九
条
、
無
意
の
差
と
し
て
の
顧
鮎

　
　
と
、
九
十
九
鮎
晶
百
鮎
の
差
と
し
て
の
扁
織
と
は
、
同
回

　
　
の
意
味
を
保
つ
と
は
考
へ
ち
れ
な
い
。
故
に
噛
の
査
定
に

　
　
課
し
て
知
能
を
定
義
し
た
か
ら
と
て
、
直
ち
に
他
の
査
定

　
　
泰
知
能
の
測
度
で
あ
り
、
簸
て
同
一
の
分
布
を
示
す
と
断

　
　
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
後
天
的
に
相
關
法
に
由
ウ
て

　
　
第
一
．
一
の
査
定
が
、
第
一
の
配
合
で
定
義
し
π
知
能
と
類
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
の
材
能
を
測
る
ζ
と
は
詮
し
得
る
が
、
蚊
で
は
分
布
の
類
’

　
　
同
も
経
験
的
に
読
朋
せ
ら
れ
る
。
一
査
定
か
ら
他
の
査
定

　
　
、
へ
、
叉
は
物
理
的
か
ら
精
面
的
へ
正
常
の
分
布
を
類
推
す

　
　
べ
き
正
看
の
理
由
は
那
邊
に
竜
存
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
斯
様
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
査
定
に
用
み
だ
特
殊
の
器
．
「

　
　
械
か
ら
離
れ
て
考
へ
得
る
様
我
精
淋
能
力
帥
ち
知
能
が
正

　
、
常
分
布
を
保
つ
と
か
、
共
の
囑
性
の
如
何
に
拘
ら
ず
一
般

　
　
に
精
帥
的
材
能
が
誤
差
の
法
則
に
從
ふ
復
ど
と
、
輕
卒
に

．
騰
断
ず
歪
と
笛
羨
い
・

　
　
　
　
　
　
　
鵜
紳
測
宛
の
原
理
と
し
て
の
三
差
の
法
瑚

　
第
五
、
最
後
に
精
淋
物
理
的
藁
葺
に
就
い
て
．
考
へ
る
。
「

鼓
に
は
．
一
般
化
の
要
求
も
現
れ
な
か
つ
π
が
、
．
其
の
事
實

の
大
勢
は
、
注
意
に
値
す
る
。
γ
ア
バ
ン
鵬
氏
は
φ
を
以
て

狂
重
並
び
に
認
る
種
④
薦
的
皆
人
に
於
け
る
精
紳
測
定

函
数
の
恰
好
な
る
青
馬
な
う
と
し
泥
。
但
し
戴
に
謂
ム
φ

と
は
、
誤
差
曲
線
の
積
分
形
で
あ
る
。
從
て
此
の
画
歎
が

雑
種
測
定
函
数
な
う
と
い
ふ
こ
と
は
や
換
言
す
れ
ば
、
精

血
物
理
的
有
機
膿
の
性
向
的
趨
異
は
、
此
を
刺
戟
測
度
に

比
例
す
る
軍
位
で
測
れ
ば
、
誤
差
の
法
期
に
從
ふ
と
の
謂

で
あ
る
。
即
ち
打
璽
を
グ
ラ
ム
で
測
ウ
て
、
精
紳
測
定
函

歎
が
φ
に
　
近
似
的
で
あ
り
得
る
な
ら
ば
、
其
の
有
機
髄
は

常
に
其
の
婦
警
め
分
量
を
グ
ラ
ム
で
測
る
と
き
に
は
、
誤

差
の
法
則
に
從
て
、
大
、
小
を
勃
断
ず
る
性
殉
の
分
量
が

霊
化
す
る
。
此
の
關
係
は
鳥
兜
で
あ
，
る
か
ら
、
輕
々
し
く

許
容
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
兎
に
角
、
肝
要
な
δ
事
柄

は
φ
が
適
用
ぜ
ら
れ
る
と
い
ふ
の
は
、
其
の
有
機
膣
が
多

少
、
誤
差
の
法
瑚
に
從
て
麺
化
す
る
が
臥
併
…
し
、
此
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
櫛
二
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穆
　
學
　
研
　
究
　
　
第
、
五
十
四
號

礎
化
の
正
常
性
も
亦
、
上
に
述
べ
た
る
他
の
揚
合
同
様

に
、
測
定
地
位
の
國
数
な
う
と
の
謂
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。　

然
ら
ば
一
般
化
は
可
能
で
あ
ら
う
か
。
あ
ら
ゆ
る
精
勤

物
理
的
勃
噺
は
、
悉
皆
、
此
の
法
則
に
從
ふ
と
い
は
れ
得

る
か
。
ア
ァ
パ
ン
氏
に
此
の
企
て
は
無
か
つ
π
。
否
、
寧
ろ
之

に
反
…
封
し
て
「
此
ノ
相
傘
關
孫
ハ
不
親
デ
ア
ル
。
館
何
ナ

ル
先
鹸
…
的
考
察
カ
ラ
モ
演
繹
ス
ル
コ
ト
ハ
出
來
ナ
イ
。
」

と
し
て
、
輩
に
「
観
察
の
結
果
」
と
し
て
此
の
函
激
に
言

及
し
た
。
此
ζ
そ
、
翌
翌
者
に
と
ウ
て
は
、
論
理
や
歎
學

の
領
土
か
ら
、
審
實
へ
の
清
薪
な
る
復
購
で
あ
る
。
乍
併

愈
愈
、
窮
局
的
の
竜
と
な
す
べ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
で
あ

る
。
何
物
か
、
　
一
般
的
に
言
は
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

　
精
選
物
理
學
に
は
二
つ
の
方
面
が
あ
る
。
其
の
第
一
糧

は
、
刺
戟
を
呈
示
し
て
、
被
験
者
は
殿
畳
印
象
を
告
知
す
る

の
で
、
刺
戟
閾
の
場
合
ぞ
は
、
輩
に
下
髪
の
有
無
を
報
告

す
る
に
誓
う
、
差
異
槻
の
揚
繭
で
は
、
爾
鳳
畳
の
相
灘
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
、
こ

の
度
合
を
到
漸
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
判
断
た
軋
や
、

叉
比
較
的
叙
述
以
上
の
も
の
で
は
凍
い
。
素
よ
・
9
厳
で
竜

内
省
が
あ
る
と
も
言
は
れ
得
る
。
第
二
種
で
は
、
被
駿
者

の
注
意
は
刺
戟
に
集
中
し
で
、
自
家
の
精
紳
過
程
を
封
象

と
は
し
な
い
。
此
の
離
合
に
は
内
省
は
な
い
。
内
省
心
理

學
で
は
、
斯
様
な
態
度
を
ば
、
刺
戟
錯
誤
と
呼
ぶ
が
、
精

紳
物
理
錦
上
で
は
錯
誤
で
は
な
い
。
ア
ァ
バ
ン
属
の
前
條

の
實
瞼
竜
、
多
数
の
精
憩
物
理
挙
上
の
業
績
と
同
様
に
、

第
二
種
に
鵬
す
る
。
乍
併
、
結
局
、
心
理
學
に
と
う
℃
は

第
野
壷
の
態
度
よ
も
得
る
と
こ
ろ
の
方
が
多
い
と
患
は
れ

る
。

　
第
一
種
の
、
即
ち
、
内
省
的
精
淋
物
理
學
に
あ
ウ
て
は
、

萬
事
悉
く
皆
、
無
位
次
第
で
あ
る
か
ら
、
一
般
化
を
望
む

乙
と
は
出
來
な
い
。
拾
回
、
笹
生
測
定
函
藪
が
φ
に
近
似

的
で
あ
っ
π
と
し
て
竜
、
第
拾
壷
回
目
も
ま
尤
、
此
の
函

数
だ
と
い
ふ
理
由
は
な
い
。
習
う
に
此
の
第
拾
萱
番
目
が

フ
ェ
ヒ
ネ
ル
氏
音
響
振
子
を
用
み
て
の
看
畳
強
度
の
差
異



　
閾
決
定
で
あ
っ
海
と
し
て
、
果
し
て
誤
差
の
法
劉
に
從
ふ

　
で
あ
ら
う
か
。
　
ω
げ
切
（
㊦
＼
㎏
）
を
潮
位
と
し
て
此
の
法
期

　
　
に
撃
つ
π
と
す
れ
ば
、
⑧
を
羅
馬
と
す
れ
ば
、
不
適
合
で

　
あ
る
。
双
方
共
、
不
適
合
と
す
れ
ば
、
何
等
か
他
の
⑧
の

　
函
歎
を
用
み
れ
ば
當
て
嫉
ま
る
で
あ
ら
う
。
威
畳
の
告
知

　
は
、
0
と
其
の
有
機
膿
の
其
の
虚
聞
の
性
向
と
に
依
存
す

　
れ
ど
、
麗
理
に
用
み
し
無
位
の
尺
度
に
は
關
係
な
し
。
若

　
　
し
誤
差
の
法
則
が
適
用
せ
ら
れ
π
に
し
て
も
、
偶
然
に
外

　
な
ら
ぬ
。
乍
併
、
其
の
精
憩
測
定
函
数
が
性
向
的
弓
化
と

　
　
吾
人
の
選
定
し
π
測
度
系
と
の
相
依
の
法
則
を
輿
へ
だ
と
，

　
す
れ
ば
、
僥
倖
で
あ
る
。
威
官
の
機
制
を
少
し
く
明
か
に

　
す
れ
ば
、
一
般
性
の
保
た
れ
ぬ
こ
と
は
隠
る
。

　
　
第
二
種
の
場
合
、
帥
ち
精
嚢
物
理
的
到
断
を
刺
戟
其
の

　
・
者
に
向
け
π
と
き
は
、
測
定
尺
度
と
判
断
と
は
連
絡
を
保

　
　
つ
が
故
に
、
一
般
化
竜
可
能
と
孜
る
。
昔
響
振
子
を
用

　
　
み
て
落
下
の
高
さ
を
判
断
を
さ
せ
る
。
其
の
高
さ
は
覗
貯
糧

闘
（
㊤
＼
b
・
）
で
測
る
の
で
あ
る
が
・
農
書
其
の
角
⑧
を
判

　
　
　
　
　
　
　
羅
馬
測
建
の
原
理
と
し
て
の
課
差
の
法
旧

訓
さ
せ
て
竜
よ
い
。
勿
論
、
二
つ
の
場
合
で
は
、
到
断
の

唾
罵
は
全
く
周
に
な
る
。
二
日
、
誤
差
の
法
則
が
各
々
の

揚
合
に
當
て
彼
ま
る
こ
と
竜
あ
う
得
る
の
で
あ
る
。
若
し

か
、
其
が
大
多
歎
の
揚
合
に
適
合
す
る
な
ら
ば
、
此
を
一

般
化
し
て
、
刺
戟
皇
考
上
の
錯
誤
郎
ち
魏
察
誤
差
は
正
常

分
布
を
な
す
ど
い
ふ
こ
と
も
出
直
や
う
。
此
は
ア
ァ
パ
ン

氏
は
「
カ
ク
シ
テ
槻
側
寂
斌
吉
備
差
論
ノ
跳
ぬ
礎
ハ
隔
精
…
融
胴
物
理
的
測

定
込
湘
中
二
求
メ
得
ラ
レ
タ
ト
イ
フ
注
目
ス
ベ
キ
儲
糖
果
二
到

達
シ
ご
と
結
論
し
π
が
、
換
言
す
れ
ば
、
愈
愈
物
理
學

的
に
、
正
負
雨
種
の
誤
差
は
均
等
に
可
能
で
あ
る
と
い
ふ

ガ
ウ
ス
氏
の
根
本
的
假
定
を
鐙
明
し
だ
い
の
で
あ
る
。

　
こ
般
化
は
可
能
で
あ
る
か
」
と
の
問
に
直
し
て
は
一
般

的
に
は
「
常
に
、
其
の
階
級
の
各
員
の
あ
ら
ゆ
る
礎
化
が

薫
る
公
分
母
的
の
鍵
化
と
し
て
表
示
せ
ら
れ
得
る
と
き
に
．
，

限
り
、
誤
差
の
法
則
の
其
の
現
象
の
全
階
管
内
に
於
け
る

適
用
を
期
待
し
て
よ
い
」
と
答
へ
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば

相
異
な
る
事
態
の
申
に
、
同
一
者
を
認
め
得
る
こ
と
を
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
三
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哲
醗
甲
研
兜
，
　
箪
五
十
四
墾

．
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
銅
貨
と
銀
貨
と
で
は
、
此
の
法
則

は
表
面
出
現
に
愛
し
て
當
て
骸
庵
る
。
立
者
の
匠
別
的
特

徴
は
、
今
の
揚
合
、
無
關
係
で
あ
る
。
血
綿
及
び
音
響
測

定
に
あ
う
て
は
、
其
の
態
度
を
規
正
す
る
こ
ど
に
よ
う
て

研
究
の
柑
封
象
ば
蓮
動
転
畳
で
直
音
畳
で
も
な
く
、
観
察
誤

差
で
あ
る
こ
と
を
知
る
乙
と
が
出
象
る
。
プ
ァ
バ
ン
氏
に

し
て
、
若
し
も
此
の
鮎
が
明
瞭
で
あ
っ
π
な
ら
ば
、
一
つ

の
結
果
に
愛
い
て
他
の
結
果
を
期
待
す
る
た
め
の
唯
一
可

能
的
な
る
根
櫨
を
証
左
の
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
麗
、
論
理
的
可
能
性
－
結
論

　
論
理
鮒
に
は
面
様
に
可
能
性
を
癒
し
得
る
の
で
あ
る
が

實
地
の
精
脚
測
定
に
當
・
ダ
て
は
莫
の
】
つ
よ
う
以
上
を
充

分
に
適
用
す
る
乙
と
は
出
來
ま
い
と
思
は
れ
る
。

　
第
一
、
先
鹸
的
に
分
布
形
式
を
決
定
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。
此
の
手
薄
を
誤
差
の
法
期
に
適
用
す
る
之
と
は

．
世
論
並
み
で
あ
る
が
、
放
漫
に
過
ぎ
て
、
量
的
心
理
學
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
閥

に
は
掻
延
せ
ね
ば
な
ら
滋
。
確
乎
た
る
根
比
竜
な
し
．
に

は
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
。
不
充
分
理
由
律
の
何
等
根
披
、

を
供
給
し
な
い
こ
と
の
は
既
に
読
い
π
通
ウ
で
あ
6
。
此

の
法
期
を
豫
想
す
る
た
め
の
唯
一
稗
史
的
根
櫨
は
、
特
殊

な
る
立
合
の
構
造
及
び
生
起
頻
歎
が
此
の
構
造
に
干
し
て

有
す
る
機
能
を
充
分
に
知
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
か
＼
る

確
乎
た
る
根
諜
の
上
に
立
ち
て
始
め
て
、
先
験
的
に
誤
差

の
法
則
乃
至
は
繍
衣
の
分
布
形
式
を
定
あ
る
こ
と
が
出
來

且
臆
面
の
現
象
階
級
に
面
し
て
饒
に
、
此
の
分
布
形
式
を

正
當
に
適
用
し
得
る
僅
少
の
揚
合
に
於
て
始
め
ゾ
し
、
斯
様

な
論
理
的
手
績
を
踏
む
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
礎
、
あ
る
。

．
此
の
事
柄
か
ら
次
の
二
個
條
の
系
を
得
る
。

　
お
　
或
る
特
殊
の
揚
合
に
誤
差
の
法
鋼
の
適
合
せ
ら
る

べ
き
こ
と
を
知
っ
た
と
き
に
拡
、
任
意
の
箪
位
を
選
び
で

實
駒
を
施
し
、
此
の
法
則
に
託
て
慮
理
し
て
、
－
此
の
法
則

に
適
合
す
る
「
削
正
」
な
る
心
理
學
的
海
門
が
、
9
影
面
の
實

験
に
際
し
て
用
ゐ
π
う
し
任
意
的
の
軍
位
に
幽
し
て
有
ヰ



　
　
る
函
数
關
係
ゲ
決
定
す
る
こ
を
が
愚
來
る
。
乍
併
、
此
の

　
場
合
の
構
造
に
呈
す
る
知
見
中
に
は
先
知
的
に
此
の
輩
位

　
　
の
知
見
・
髪
含
む
の
で
あ
る
だ
め
に
、
斯
襟
の
希
望
も
錯
ウ

　
に
階
δ
。
銀
貨
が
銅
貨
に
似
て
み
る
な
ら
ば
、
五
〇
％
だ

　
．
，
け
直
面
現
出
が
可
能
で
あ
る
と
い
ひ
得
で
も
、
其
の
逆
、

　
帥
ち
五
〇
％
寅
け
表
面
が
現
出
オ
る
か
ら
、
銀
貨
ば
鍋
貨

　
に
似
て
る
乏
ば
い
は
れ
な
い
。

　
　
切
　
結
果
の
分
布
が
正
常
法
則
に
從
ふ
と
の
保
障
を
以

　
て
研
究
に
着
手
し
得
る
た
あ
に
は
、
吾
人
の
精
紳
作
用
の

　
　
心
理
學
的
に
落
す
る
知
識
は
求
だ
爪
充
分
で
あ
っ
て
、
観

　
察
誤
差
の
精
精
測
定
函
獄
の
場
合
に
例
外
的
な
示
唆
は
見

　
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
て
も
亦
験
謹
を
俊
た
ね
ば
な
ら
緯
。

　
寧
ろ
、
確
固
た
る
理
由
の
下
に
、
経
験
的
決
定
淀
先
ち
て

　
誤
差
の
法
則
は
假
定
す
る
こ
と
の
出
叢
る
が
如
き
事
例
は

　
　
此
の
后
竜
長
ら
く
、
極
あ
て
牢
で
あ
ら
う
と
さ
へ
思
は
れ

　
　
る
。

㎜
．
窮
二
・
秀
布
か
ら
輩
位
を
決
定
す
る
葺
が
墨
な
く

　
　
　
　
　
　
精
紳
測
£
の
原
灘
と
し
て
の
謎
差
の
法
財

と
藤
、
爵
位
か
ち
し
て
分
布
を
．
決
め
る
こ
と
は
出
來
る
の

で
あ
る
か
ら
、
欝
憩
測
定
で
は
先
づ
心
理
學
的
軍
位
か
ら

始
め
て
竜
よ
い
。
か
　
の
如
全
は
、
事
實
上
、
敏
く
べ
か

ら
ざ
る
科
面
的
の
順
序
な
の
で
あ
る
が
、
既
に
示
し
た
檬
．

に
、
次
來
の
煮
味
で
心
理
學
的
輩
位
と
名
づ
け
得
る
も
の

を
求
め
δ
こ
と
が
甚
だ
転
置
で
あ
る
。
満
都
距
離
ば
、
・
・
此

の
鍾
の
軍
位
で
あ
つ
で
、
趨
ら
精
血
的
盛
者
な
る
測
定
畢
，

位
で
あ
る
。
乍
併
、
鳳
面
心
．
心
密
上
の
業
績
の
大
多
歎
は

閾
決
定
に
醐
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
手
近
か
の
精
脚
的
蹴

上
を
用
み
る
乙
と
は
無
か
っ
た
。
記
億
の
精
脚
物
理
學
で

・
も
、
其
の
他
の
過
程
心
理
學
の
都
門
に
於
て
も
蔑
精
…
聯
的

冠
位
は
得
ら
れ
な
か
っ
だ
．
能
力
癒
機
能
の
心
理
學
で
は

事
情
、
更
に
雰
な
る
も
の
が
あ
る
。
芝
之
、
知
能
一
最

竜
屡
亭
測
定
せ
ら
れ
る
精
紳
能
力
で
あ
る
が
ー
ー
1
に
就
い

・
て
は
、
前
に
毒
見
だ
檬
に
蛎
知
能
の
等
量
塘
加
に
…
封
慮
す
．

る
知
能
尺
度
の
度
盛
を
立
て
や
う
と
の
試
み
す
ら
な
い
の

み
な
ら
ず
、
知
能
の
概
念
詫
ハ
の
者
が
甚
だ
漠
然
た
る
竜
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
盃
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@
で
あ
っ
て
、
よ
し
や
斯
様
に
精
確
な
分
量
的
關
係
が
見
出

1
　
き
れ
カ
に
し
て
竜
、
實
際
上
に
は
、
殆
ど
無
意
味
で
あ

　
　
る
。
嫡
、
は
あ
る
が
、
禾
だ
絶
望
す
る
に
は
及
ば
な
い
。

　
　
第
三
、
心
理
學
的
の
箪
位
が
得
ら
れ
な
い
と
し
ゾ
駄
も
、

　
物
理
的
輩
位
、
即
ち
、
任
意
な
る
測
定
尺
度
に
關
係
し
て
、

　
任
意
に
選
ん
だ
軍
位
を
用
み
る
こ
と
が
出
來
る
。
精
沸
年

　
齢
に
於
け
る
年
、
時
間
を
測
度
と
す
る
精
帥
査
定
に
於
け

　
　
る
秒
、
北
来
合
衆
國
の
陸
軍
知
能
査
定
の
場
合
の
如
き
輩

　
位
課
題
の
完
成
鐵
を
以
て
詐
織
と
す
る
と
き
の
課
題
国
虹

　
重
實
験
に
於
け
る
グ
ラ
ム
、
寵
憶
實
験
に
於
け
る
音
節
の
’

　
如
き
は
豊
ハ
の
例
で
あ
る
。
此
等
は
悉
く
任
意
的
の
も
の
で
、

　
其
の
尺
度
上
の
等
量
器
は
、
測
定
せ
ら
れ
変
心
理
面
的
實

　
言
上
の
等
距
離
に
勤
罪
す
る
こ
と
の
設
櫨
は
な
い
。
概
念

　
を
賜
ら
か
に
せ
む
が
π
め
に
題
知
能
を
ば
、
下
る
特
殊
査

　
定
に
於
け
る
材
能
と
定
義
し
だ
と
し
て
竜
、
輩
に
、
‘
理
想

　
的
な
、
這
松
得
へ
か
ら
ぎ
る
心
理
学
的
興
宮
の
代
う
に
物

　
理
繋
累
位
を
置
い
π
に
止
る
。
心
理
學
的
な
ら
ざ
る
輩
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六

を
ば
心
理
學
的
な
る
分
量
に
適
用
し
た
と
て
竜
、
其
の
分

量
の
測
度
は
得
ら
れ
な
い
。
素
よ
う
共
の
分
量
を
ば
任
意

に
定
め
た
尺
度
の
一
定
織
に
位
置
づ
け
、
由
是
、
此
等
の

諸
分
量
に
列
位
順
を
興
へ
る
こ
と
は
出
譲
る
の
で
あ
る

が
、
此
の
列
位
順
が
當
面
の
心
理
學
的
分
量
の
大
さ
を
測

る
と
か
、
或
は
叉
厳
器
の
位
置
の
知
ら
れ
な
い
の
に
、
共

の
分
営
の
一
定
度
の
塘
加
を
示
す
と
か
い
ふ
こ
と
は
、
保

障
せ
ら
れ
ぬ
。

　
行
動
涙
に
於
て
精
憩
査
定
の
際
、
屡
々
起
る
の
で
あ

る
が
、
一
見
、
物
理
的
罫
書
と
心
理
學
的
輩
位
と
が
相
即

す
る
葺
合
が
あ
る
。
今
、
タ
イ
プ
ラ
イ
チ
ン
グ
學
習
に
於

イ
、
結
果
を
毎
分
の
印
字
語
数
で
表
は
し
た
と
す
れ
ば
、

此
の
毎
分
語
歎
は
眞
に
印
字
嬉
材
能
を
測
る
で
あ
ら
う

か
。
乙
、
に
は
立
揚
の
問
題
が
加
は
つ
て
來
る
。
い
か
に

菟
毎
分
語
数
は
印
字
の
宇
品
を
測
る
の
で
雇
主
の
立
揚
か

ら
、
黒
雲
力
と
い
ふ
上
よ
う
見
て
は
、
此
の
輩
位
は
タ
イ

ブ
ラ
イ
チ
ン
グ
の
材
能
を
測
ム
、
一
定
の
賃
請
仕
事
に
掛



　
　
す
る
其
の
入
の
事
務
的
材
能
を
測
る
竜
の
と
思
い
は
れ
や

　
　
う
。
生
産
の
條
件
に
就
い
て
は
一
切
顧
み
る
之
と
な
く
、

　
　
行
動
を
ば
軍
な
る
所
産
老
同
一
親
す
る
行
動
涙
の
心
理
學

　
　
は
、
上
掲
、
雇
主
の
立
場
を
と
る
か
竜
知
れ
ぬ
が
、
斯
糠

　
　
な
心
理
學
の
鳶
脇
ち
得
る
・
と
乙
ろ
は
歴
々
タ
イ
プ
ラ
ィ
チ
ン

　
　
グ
R
慨
す
る
物
理
學
、
一
身
適
切
に
い
へ
ば
、
常
識
に
…
過

　
　
ぎ
獄
い
の
で
あ
る
。
乍
併
、
行
動
の
定
義
に
、
情
況
に
封

　
　
す
る
反
軍
の
意
味
を
含
棄
せ
れ
ば
、
．
行
動
す
る
有
機
膿
を

　
　
引
き
入
れ
る
こ
と
に
な
う
、
撃
て
、
事
情
は
圃
に
な
る
。

　
　
邸
ち
毎
分
語
数
を
．
以
て
翼
に
其
の
精
騨
物
理
的
有
機
謄
の

　
　
行
動
或
は
情
況
へ
の
反
慮
を
測
る
慾
の
と
す
る
之
と
は
出

　
　
來
凍
い
。
毎
分
拾
語
の
塘
加
は
、
元
來
、
鯨
分
五
拾
語
の

　
　
材
能
に
封
ず
る
揚
合
と
、
百
語
に
封
ず
る
揚
合
と
は
、
其

　
　
の
材
能
、
行
動
、
乃
至
は
反
聖
上
同
一
の
愛
化
を
慧
逸
す

　
　
る
で
あ
ら
う
か
。
雇
主
に
と
り
て
は
、
「
然
り
」
で
あ
る
が

　
　
心
理
偉
者
や
、
恐
ら
く
は
當
面
の
有
機
髄
其
の
者
に
と
う
・

側
て
審
査
で
あ
ら
5
・
其
の
単
位
を
心
理
學
的
π
ら
し
め

　
　
　
　
　
　
　
鞘
紳
測
定
の
康
理
と
し
て
の
誤
差
の
法
期

る
こ
と
は
出
郷
な
い
の
で
あ
る
が
、
實
に
心
理
學
を
雰
心

理
化
し
や
う
と
す
る
上
に
は
立
涙
な
測
度
と
な
る
。

　
第
四
、
論
じ
て
蝕
に
至
れ
ば
、
残
る
と
こ
ろ
は
、
腫
々

　
一
定
の
、
併
し
、
任
意
的
な
る
心
理
學
外
の
尺
度
に
事
寄

せ
て
淡
あ
た
、
心
理
學
的
分
量
の
列
位
順
の
み
で
あ
る
帆

此
の
列
和
順
こ
そ
、
吾
人
の
使
用
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ

る
。
現
在
に
於
て
は
、
㎜
倣
密
な
る
意
味
で
の
充
分
な
精
瀞

測
定
を
施
す
裟
で
に
未
だ
至
っ
て
は
を
ら
澱
の
で
、
精
紳

物
理
學
が
輩
位
を
輿
る
乙
と
竜
眞
で
あ
る
が
、
併
し
叉
、

涌｝

痰
ﾍ
畑
町
へ
て
る
弱
い
こ
と
外
藩
で
は
な
い
。
轟
鳳
畳
距
離

竜
其
の
用
途
は
極
め
て
制
限
あ
る
も
の
で
あ
っ
π
し
、
刺
．

戟
距
離
（
精
聯
測
定
函
歎
の
場
合
に
見
る
如
き
）
も
亦
、

未
だ
行
動
圭
算
的
屋
榊
物
理
學
上
、
翼
正
な
る
軍
位
と
な

つ
π
こ
と
を
聞
か
漁
。
乍
併
、
事
態
は
U
糾
し
て
推
せ
ら

．
れ
る
程
に
悲
観
す
べ
き
も
の
で
竜
な
い
の
で
あ
っ
て
、
精

紳
測
定
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
今
日
に
始
ま

　
つ
た
て
と
で
は
な
く
、
然
蔦
今
や
玉
入
は
、
勘
く
と
菟
、
冗

　
　
　
　
　
　
－
　
、
　
　
　
　
　
＝
モ
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列
位
順
の
み
は
確
か
に
謬
明
，
せ
ら
れ
る
と
の
保
障
を
得
だ

．
の
ぞ
あ
る
。
此
の
列
位
順
を
用
ゐ
得
る
範
幽
は
、
甚
だ
贋

汎
で
あ
っ
て
、
頻
徽
や
、
申
数
や
、
乃
杢
は
四
分
位
数
を

用
み
る
こ
と
が
出
來
る
。
例
言
、
二
群
に
就
い
て
、
A
群

の
列
位
の
第
一
四
分
位
と
8
群
の
第
三
四
分
位
と
は
相
揮

う
、
大
鷲
、
相
一
致
す
る
こ
と
が
判
る
の
は
大
切
な
乙
と

で
あ
る
。
此
の
血
合
、
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
吾
人
の
取
’

扱
ぶ
所
は
、
．
申
歎
、
四
分
位
数
、
．
コ
ン
チ
ン
ゼ
ン
シ
イ
及

び
相
關
比
の
統
計
法
で
あ
っ
て
、
李
均
、
標
準
脱
侠
、
相

關
係
数
、
乃
至
は
直
線
的
輪
行
の
統
計
絵
で
は
な
い
こ
と

で
あ
る
。
此
等
相
等
し
き
遠
位
か
ら
成
立
つ
、
あ
ら
ゆ
る

統
計
的
常
数
を
用
み
れ
ば
、
却
っ
て
事
實
の
賢
相
を
失
ひ
、

此
よ
う
得
る
精
密
な
る
結
果
竜
亦
人
エ
的
π
る
の
重
り
を

免
れ
な
い
。
反
之
、
か
㌔
る
皇
位
を
組
重
せ
ざ
る
鼠
列
聖

鴬
籔
に
逆
の
ら
て
は
、
其
の
合
成
に
よ
卦
て
得
る
と
こ
ろ
の

結
果
は
、
前
者
の
如
く
煩
雑
な
ら
ず
、
然
も
其
の
表
は
す

略
叢
は
、
よ
く
其
の
事
態
の
眞
相
を
示
す
の
で
あ
る
。

一
＝
八

　
不
充
分
理
由
律
を
假
罰
す
る
こ
と
が
、
公
算
論
適
用
に

當
て
の
第
一
の
錯
誤
で
あ
っ
π
。
そ
れ
は
知
識
が
何
と
か

し
て
無
知
か
ら
造
う
患
さ
れ
る
と
い
ぶ
謬
見
で
あ
っ
だ
。

試
論
、
既
の
謬
見
は
、
曾
て
氣
付
か
れ
る
こ
と
な
く
、
加

之
、
衣
第
に
其
の
過
失
を
深
か
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
不
充
分
理
由
律
に
代
は
る
べ
．
き
葛
の
は
、
確
實
理
由
で

あ
る
玉
出
の
實
鰹
の
本
性
を
知
得
す
る
こ
と
丁
々
深
け
れ

ば
、
其
に
封
ず
る
吾
人
の
叙
述
略
亦
、
愈
々
精
密
、
完
全

な
る
こ
と
が
出
捻
る
。
乍
併
心
理
學
に
於
て
、
未
だ
精
密

に
其
の
性
質
を
定
義
す
る
之
と
能
は
ざ
る
材
能
、
能
力
、

性
向
乃
至
は
傾
向
を
論
ず
べ
き
毛
の
と
し
て
菟
、
1
勘

く
噛
と
竜
、
論
ず
べ
き
も
の
と
思
は
れ
る
が
一
其
の
事
態

に
不
相
露
な
る
高
度
の
心
理
學
的
欝
確
さ
を
、
籔
學
的
、

論
理
的
虚
理
の
申
に
冤
め
む
と
す
る
が
如
き
は
、
無
意
義

な
事
で
あ
る
。
無
知
が
知
識
を
培
養
せ
ざ
る
と
同
様
に
定

義
の
精
密
が
、
結
果
の
精
密
を
齎
す
竜
の
と
は
考
へ
ら
れ
．



な
い
の
で
あ
る
。
　
（
大
正
九
年
七
月
二
十
五
日
）
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岡
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